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■期間 平成3年 8月 20日因～8月 23日0
■会場 熊本市総合体育館

主催/闘日本中学校体育連盟・側日本バドミントン協会・熊本県。熊本県教育委員会

熊本市・熊本市教育委員会

後援/文部省・全日本中学校長会・都道府県教育長協議会・全国市町村教育委員会連合会

熊本県中学校長会・熊本市中学校長会・熊本県市町村教育委員会連絡協議会

働熊本県体育協会・熊本市体育協会 。NHK・ 読売新聞社・熊本日日新聞社
熊本放送・テレビ熊本・熊本県民テレビ。熊本朝日放送

主管/九州中学校体育連盟 。熊本県中学校体育連盟・熊本県バドミントン協会

熊本市中学校体育連盟 。熊本市バドミントン協会

―
全国中学校選抜体育大会熊本県実行委員会―
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財団法人日本中体連シンポルマーク・中体連旗について

0日 本中学校体育連盟は,全国中学校体育連盟33年の歴史の上に立って,平成元年 2月 に発

足した。それまでの輝かしい歴史を継承し,未来に向って力強く飛躍することを願い,新 たに

日本中体連のシンボルマーク,並びに中体連旗を設定した。制定年月日は,平成元年 8月 31日

*日 本中体連は,中学生の心身の育成,体力の増強及び体育・スポーツ活動の振興を目的とし

て活動するものである。

*日本中体連は,国際理解教育の一環として中学生の体育・スポーツ活動を通して,国際交流

を推進するものである。

この基本理念を基に「明るく希望にもえ躍動する姿」をイメージし,全国都道府県中体連と

9つ のプロック中体連の連帯を表し,Nippon Junior Physical Culture AssociatiOnの 頭文字を

中心に図案化した。

●中心の円の赤は,情熱・希望を表し,円 を縁どる九輪を青 (コ バルトブルー)と し,未来への

限りなき躍進,Nの文字には自色を配し,若人のもつ純真さを表した。
●中体連旗の黄色は,快活 0陽気 0幸福等の象徴であり,ま た,全国中体連の歴史を引継ぐ色で

ある。

財
団
法
人
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
歌

三
、
青
い
地
球
　
ひ
と
び
と
の

平
和
の
願
　
胸
に
秘
め

世
界
の
友
と
　
手
を
と
り
て

ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
　
築
く
か
な

わ
れ
ら
　
日
本
中
体
連

二
、
白
い
景
雲
　
大
空
の

郷
土
の
誇
　
担
い
つ
つ

若
き
心
を
　
培
い
て

力
と
意
気
を
　
示
す
か
な

わ
れ
ら
　
日
本
中
体
連

一
、
赤

い
太
陽

勝
利

の
勲

体
を
鍛
え

輝
く
汗
を

わ
れ
ら

日
本

中

体

連

わ
れ

ら

日
本
中
体

連

に

っ
　

ぼ
ん

ち

ゅ
う

た

い
　

れ

ん

し
ゃ
く
熱
の

夢
に
見
て

技
を
錬
る

流
す
か
な

作
詞
　
黒

木

　

自大

作
曲
　
山

岡

周

子

編
曲
　
丹

代

　

徹



火の国で

飛び散る汗を

喜びに〃
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平成 3年度全国中学校選抜体育大会・第 21回全国中学校バ ドミントン大会は、全国各

プロックの予選を勝ち抜かれた選手ならびに多数の役員、関係者の方々をお迎えし、盛大

に開催され無事終了することができました。

ここに実行委員会を代表して、関係の皆様の深いご理解とご尽力に感謝し厚くお礼申し

上げます。

大会は “火の国で飛び散る汗を喜びに"の スローガンのもと、選手の皆さんの中学生ら

しい若さあふれるプレーにより大きな盛り上がりを見せ、見る人にさわやかな感動を与え

てくれました。選手の皆さん、この大会で得た貴重な体験や友情をこれからの人生に生か

して活躍されるよう期待しています。

本大会を開くにあたり、質素な中にも心のかよう大会をと心がけて参りましたが、何か

と不備な点もあり大変ご不便をおかけしたことを心よりおわび申し上げます。

最後になりましたが、ご尽力を賜りました関係者の皆様の益々のご健勝とご発展を祈念

申し上げ、お礼の言葉と致します。

平 成 3年 度 全 国 中学 校 選 抜 体 育 大 会

第 21回全国中学校バドミントン大会実行委員会

会 長 佐 藤 幸
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火 の 国 大 会 観戦記

日本中体連バドミントン競技

部長 小 野   理

大会テーマである『火の国で飛び散る汗を喜びに』という言葉に、まさしくピッタリの大会であっ

た。熊本の暑さは想像していた以上のものであった。とくに、競技の特殊性である密閉した体育館は

高温多湿となり、選手、役員そして、応援者までが汗を飛び散らせる熱き4日間であった。

大会中最も注目を浴びた試合は、女子シングルスであった。準々決勝で優勝候補ともいえる二人が

対戦することになったのである。市橋選手 (四條畷学園中・大阪)と 米倉選手 (立川八中・ 東京)の

対戦である。二人は昨年の秋の全日本ジュニア大会で決勝を争った二人である。「早すぎたライバル決

戦」はファイナルゲームにまで持ち込まれる大激戦の末米倉選手に勝利の女神が微笑んだ。

男子においては弘前一中 (青森)が大健闘し、惜しくも男子シングルスの優勝をのが し3冠達成は

出来なかった。また、女子は伝統ある四條畷学園中が 2年連続 4度目の優勝を飾った。その他、特筆

しておくこととして、神居古渾中 (北海道)そ して、来年度の全国大会の開催地である富山県勢の活

躍が目立った。

近年、中学生のバ ドミントン技能は相当なレベルとなり、高校生や一般人と比較 しても遜色のない

ものとなってきている。とくに、全国大会で入賞する選手は、今後のオリンピックにつながると思わ

れる選手もいる。また、大会そのものについても開催地が数年の準備期間をかけて、素晴らしい大会

になっている。今後も、ますますのバ ドミントン競技の発展と世界へつながる登竜門となる大会であ

ることを願っている。

-3-



名 誉 会 長

名誉副 会 長

第 21回全国中学校バ ドミントン大会 大会役員

鋤日本バ ドミントン協会会長

熊  本  県  知  事

熊 本 市 長

働 日本中学校体育連盟会長

働日本中学校体育連盟副会長
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一
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幹
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名 誉 顧 問

顧    問

0日本中学校体育連盟専務理事

熊  本  県  教  育  長

0日本バ ドミントン協会副会長

鋤日本バ ドミントン協会専理事

熊本県バ ドミントン協会会長

九 州 中学 校 体 育 連 盟 会 長

熊本県中学校体育連盟会長

団 日本中学校体育連盟顧 問

N  H  K  会  長

側 日本中学校体育連盟参与

文 部 省 初 等 中 等 教 育 局 長

文 部 省 体 育 局 長

文 部 省 大 臣 官 房 審 議 官

全 日本 中学 校 長 会 副 会 長
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口
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全国都道府県教育長協議会幹事長

全国市町村教育委員会連合会会長

ω日本バ ドミントン協会役員

九 州 地 区 代 表 委 員 川

高 橋 公 正 平 元 淳 一

浅 田  弘 桑 田 勇 三

野 口 昌 久

安 部 淳 美 安 部 字

伊 藤 鍍 一 江 畑 誠 一

北  義 一 小 飼 栄 一

竹 林 克 彦 遠

藤 原 和 文 村

清 水 規矩雄 福

井 稔 男

山 幸 雄

岡 幸 一
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参

熊 本 県 副 知 事

側 熊 本 県 体 育 協 会 会 長

熊 本 県 議 会 議 長

熊本県議会文教治安委員長

熊本県教育委員会教育委員長

熊 本 市 体 育 協 会 会 長

熊 本 市 議 会 議 長

熊 本 市 教 育 委 員 長

熊 本 市 教 育 長

文部省初等中等教育局中学校課長

文 部 省 体 育 局 体 育 課 長

文部省体育局生涯スポーツ課長

文部省体育局競技スポーツ課長

与 文 部 省 主 任 体 育 官

熊 本 県 教 育 次 長

熊 本 県 体 育 保 健 課 長

熊 本 市 教 育 次 長

熊 本 県 中 学 校 長 会 会 長

熊 本 県 体 育 協 会 副 会 長

熊 本 市 体 育 協 会 副 会 長

熊本県バ ドミントン協会顧問

熊本県バ ドミントン協会副会長

熊本市バ ドミントン協会会長

N H K 事 業 部 長

NHKス ポーツ報道センター長

NHK熊 本 放 送 局 長

読 売 新 聞 社 社 長

熊本日日新聞社代表取締役社長

熊 本 放 送 代 表 取 締 役 社 長

テ レビ熊本代表取締役社長

熊本県民テレビ代表取締役社長

人
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人
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野 光 哉

堀 富 夫

津 龍 介

下 一 記
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大会委 員 長

大会副委員長

委    員

熊本朝日放送代表取締役社長

鋤日本バドミントン協会役員

団日本中体育連盟種目担当理事

熊本 県体育協会専務理事

熊本県中学校体育連盟副会長

0日 本中学校体育連盟理事

林 田 正 恒

川 島 一 郎

加 藤 正 喜

頭 幹 治

亮 三 東

江

渡

ω 日本中学校体育連盟監事

ω日本中体連全国大会対策委員

側日中体連バドミントン競技部長

競技部員ブロック長 (北海道 )

(北信越)

(東 海)

(中 国)

(九 州)

働日本中学校体育連盟派遣委員

帥日本中学校体育連盟評議員

熊本県教委体育保健課長補佐

熊本県教委体育保健課主幹

熊本市教育委員会体育保健課長

熊 本 県体 育 協会 事務 局 長

熊本県中学校体育連盟理事長

熊本県バ ドミントン協会理事長

熊本県中学校体 育連盟顧 問

NHK熊本放送局放送センター長

0日本中学校体育連盟事務局長

事務局次長

菅

塩 谷 信 晴 上

村 田 和 穂 古

良 一 西 山 富 男

国 夫

隆

美津子

田   熙

野 洋 介

賀 和 彦

博 松 本辺渡流 人神 宮 長

孝 世 桑 山加 藤 正 喜 関

歌 田 武 一 富 田 幸 男 結 城

山 岸 哲 夫 中 嶋 春 雄 成 冨 昭 義

田 中 清 久 村 田 和 穂
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事務局

日本バ ドミントン協会事務局長

熊本県教委体育保健課指導主事

熊本市教委体育保健課指導主事

熊本県中学校体育連盟副理事長

熊本県中学校体育研究会理事長

熊本県中学校体育連盟専門部長

熊本市中学校体育連盟種目理事

熊本県バドミントン協会副理事長

熊本県バドミントン協会常任理事

熊本県バ ドミントン協会理事

速 水 弘 智 塚 野 孝 昭

加 藤 敬 之
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第 21回 全国中学校バ ドミントン大会競技役員

総務委 員 長

総務副委員長

総 務 委 員

畠山  篤

小野  理

西村 幸衛

今荘  茂

上野 祐作

加藤 敬之

工藤 保博

福地  理

高木  猛

米加田 馨

川上 一也

寺本 英信

城戸 昌利

畑野 久男

松本 静代

今井 純子

福田 幸代

副島 靖英

稲田奈保美

兼子 晴美

瀬口久美子

荒木 孝之

服部 京子

牧  智信

森  義臣

小野  理

長野  寛

長野  寛

前川 隆道

片桐  勉

佐々木 治

速水 弘智

西田 寿明

野々口清介

真田 晴美

森上 是子

東  判次

中村 澄夫

田上  親

松本 忠昭

遠藤 英治

片岡 恵子

山中マーリ

奥村 良子

櫛野 喬一

山本 斎子

早田 彰子

林 由美子

石川 啓介

野々[]清介

南  直治

上村 秀章

本郷 節生

小野  理

川添 雅代

杉山 登久

金山小夜子

森枝 良子

麦田真智子

茂田 光広

南  宣香

吉村 利彦

佐竹 隆太

吉田 俊明

津守 英子

福田 泰子

前田レイ子

右田 康子

門園 真一

田中 玲子

二見 英雄

松田

荒木

友田 弘子

当房マリ子

牛島 良史

中村 春美

小川 順子

健

　

茂

庶務会 計 係

式  典  係

表  彰  係

浄  書  係

会  場  係

警  備  係

駐 車 場 係

練 習会 場 係

受付案 内係

近藤 敏捷   田中 和子

田口 久子

平野 雅之 尾崎 潔久

斗高 克敏

接  待  係

報道速 報 係

放  送  係

救  護  係

宿泊交 通 係

ブラスバ ンド

アトラクション

競 技 委 員 長

競技副委員長

進  行  係
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記  録  係

シ ャ トル係

召  集  係

審  半1 長

副 審 判 長

審 判 主 任

主    審

線 審 主 任

線    審

岩下

野村

川上

宗村

堺

伊東

稲津

山口

権藤

工藤

中村

兼崎

山口

冗何

利恵

承子

晴夫

圭一

幸男

悟

浩二

浩二

安子

浩史

昌子

浩二

二次

米澤

大坪

橋口

圭介

正志

謙治

典良

工藤 勇参

山本 恵美

坂本 尚子

吉田  宏

加治屋博文

井上 哲章

日野本 充

畠  利文

山口みどり

梅崎 隆子

今村 孝利

境  恵子

増田

兼崎

市子

昌子

二次 英昭

秦   浩

畑野 宏幸

鍬守 孝子

田代 裕子

野上 愛子

角田 博之   杉山  哲

係

　

員

点

　

助

得

　

補

河田 輝彦

熊本商大付属高校バ ドミントン部員  (16名 )

九 州 学 院高校バ ドミントン部員  (8名 )

熊本信愛女学院バ ドミントン部員  (8名 )

中 央 女子 高校バ ドミントン部員  (16名 )

田原 幹資

出水中学校   東町中学校   錦丘中学校

藤園中学校   京陵中学校   城南中学校

西山中学校   楠 中学校

清水中学校

西原中学校
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藤山 克己

松下 芳朗

朝岡  隆

木村 響子

福島美保子



大   会   日  程

月  日 内 容 時   間 会 場

8月 19日

(月 )

諸打合せ・ 物品点検・ 確認

準  備 設  営

リ サ    ル

8:00^‐ 12:00

12:00～ 14:00

14:00～ 16:00

熊 本 市 総 合 体 育 館

8月 20日

(火 )

練 習 会 場 開 設

競技部会 (ブ ロック長会議 )

監 督 会 議

開
ハ

式

ア ト ラ ク シ ョ ン

7:30～ 15:00

12:00^ψ 13:40

14:00～ 15:30

16:00～ 17:00

17:00～ 17:30

水前寺体育館 (練 習会場 )

総 合 体 育 館 第 2会 議 室

総合体育館青年会館ホール

総 合 体 育 館 大 体 育 室

総 合 体 育 館 大 体 育 室

8月 21日

(水 )

練

団

習 会 場 開 設

体 戦

7:30～ 17:00

9:00～ 17:00

水前寺体育館 (練 習会場 )

総 合 体 育 館 大 体 育 室

8月 22日

(木 )

練 習 会 場 開 設

団

個

体 戦

戦人

7:30～ 17:00

8:40^‐ 13:40

13:50～ 17:50

水前寺体育館 (練 習会場 )

総 合 体 育 館 大 体 育 室

総 合 体 育 館 大 体 育 室

8月 23日

(金 )

練 習 会 場 開 設

個人戦 (準 々決 勝 よ り)

閉 会 式

8:30～ 11 :00

8:40～ 11110

11:40～ 12:20

総合体育館中体育室 (練習会場)

総 合 体 育 館 大 体 育 室

総 合 体 育 館 大 体 育 室
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平成 3年度 全国中学校選抜体育大会

第 21回 全国中学校バ ドミン トン大会要項

1.目  的 この大会は、中学校教育の一環として中学校生徒に広 くバ ドミントン実践の機会を与
え、技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり、心身ともに健康な中学生

徒を育成するとともに、中学校生徒の相互の親睦をはかるものである。

2.主  催 側日本中学校体育連盟 00日本バ ドミントン協会・熊本県・熊本県教育委員会・ 熊本
市・熊本市教育委員会

3.後  援 文部省・全日本中学校長会・都道府県教育長協議会 0全国市町村教育委員会連合会・
熊本県中学校長会・熊本市中学校長会 0熊本県市町村教育委員会連絡協議会・側 熊本

県体育協会・熊本市体育協会・ NHK・ 読売新聞社・熊本日日新聞社・熊本放送・ テレ
ビ熊本・熊本県民テレビ・熊本朝日放送

4.主  管 九州中学校体育連盟・熊本県中学校体育連盟・熊本県バ ドミントン協会 ,熊本市中学
校体育連盟・熊本市バ ドミントン協会

5.会  期 平成 3年 8月 20日 ω ～ 23日 0
(1)開会式 8月 20日 ω  16:00～
(2)競  技 8月 21日 ω ～ 23日 0ま での 3日間
(3)閉会式 8月 23日 り  競技終了後

6.会  場 (1)熊本市総合体育館
〒 862 熊本市出水 2丁目7番 1号  TEL 096-385-1010

7.競技日程 8月 21日 困  団体戦 2回戦まで
8月 22日 閑  団体戦準々決勝 ～決勝まで

個人戦ベスト8ま で

8月 23日 0 個人戦決勝まで
団体戦 個人戦 表彰式

8.参加資格 (1)各都道府県中学校に在学する生徒であること。
(2)全国 9ブロックの競技要項により、全国大会参加資格を得て、所属学校長及び各
都道府県中学校体育連盟会長が承認した者とする。

(3)参加生徒の引率・監督は出場校の教員であること。
9.参加数 。プロック割当数 団体戦・個人戦 9ブ ロック (男女とも同数とする)

北海道 ラに:ゴヒ 関 東 北信越 東 海 近 畿 中 国 四 国 九 州 開催地 合計

団体戦 24

個人戦 24

O団体編成 (1)団体戦チームは、監督 1名、マネージャー 1名、選手 5～ 7名 (同一校で編成す
る)

(2)事故などによる選手の変更は、監督会議開始前に書面によって大会事務局に申
し出て監督会議の了承を得なければならない。

。個 人 戦 単・複 (同一校編成)を行なう。参加数は、上記のとおりとする。
10.競技規則 (1)平成 3年度ω 日本バ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定による。

(2)使用器具は、平成 3年度ω 日本バ ドミントン協会検定合格器具とする。但し、シャ
トルの銘柄は次のとおりとし、室温にあったものとする。
カールトン・ トーナメントST ヨネックス・ メイビス350 ゴーセンSN 103

11.競技方法 (1)男女とも学校対抗団体戦及び個人戦を行なう。
(2)ト ーナメント方式により優勝を決定する。(3位決定は行なわない)
(3)団体戦は、複 2 単 1の対抗とし、複 0単・複の順に行なう。
(同一選手が、単と複、及び複と複を兼ねて出場することはできない)
(4)個人戦は、単と複を兼ねて出場することはできない。
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12.表   彰 (1)上位 3位まで、0日本中学校体育連盟及び 0日 本バ ドミントン協会から賞状を
授与する。

(2)団体及び個人の優勝者には、優勝杯及びトロフィーを授与し、第 1位から第 3位
までの選手に表彰状・ メダルを授与する。

13.参加申込 所定の用紙に記入し、下記宛書留にて郵送すること。
申込締め切り日 平成 3年 8月 10日 (土 )必着のこと

申 込 先 〒860 熊本市千葉城町 5番 2号 熊本市立藤園中学校内
平成 3年度全国中学校選抜体育大会

第 21回全国中学校バ ドミントン大会熊本県実行委員会 事務局 宛

TEL・ FAX 096-351-0002

14.組み合わせ 大会実行委員に一任する。 組み合わせ会 平成 3年 8月 12日 (月 )
15,諸 会 議 (1)競技部会 (プロック代表者)平 成 3年 8月 20日 ω 12:00

(2)監督会議 (各校監督)平 成 3年 8月 20日 ω 14:00
会場は、(1)、 (2)と も 熊本市総合体育館 (TEL 096-385-1010)

16.宿  ,自  別紙宿泊要項による。
17.そ の 他 (1)大会使用ウエアは、平成 2年度ω 日本バ ドミントン協会甲種検定ウエアとする。

(2)下衣は、男子は長ズボン、または半パンツ、女子は、スカー トまたは半パ ンツ、
ワンピースを着用すること。なおソックスは白色とする。

防汗や整髪のためにハチマキは可とする。

(3)上衣の背面中央部には、縦 15cm、 横30 cmの 範囲内に校名及び姓の表示をするこ
と。黒か紺の日本文字 (楷書)で明記する。同性の場合は名前の 1字目を小さく入れ
る。

15cm

30cm ―一

(4)練習会場は、後日連絡する。
(5)大会期間中の負傷・疾病については、応急処置等の措置を実施する。 (参加者は、
保険証を持参すること)

(6)補償措置は日本体育・学校健康センター法の定めを適用する。
(7)マ ネージャーは、出場校の教員または生徒であること。
(8)大会参加に関しては大会要項、及び大会参加心得を熟読の上参加すること。

18.連 絡 先 (1)大会開催前

〒860 熊本市千葉城町 5番 2号 熊本市立藤園中学校内
平成 3年度全国中学校選抜体育大会

第 21回全国中学校バ ドミントン大会熊本県実行委員会 事務局 宛

熊本県実行委員会事務局  畠 山   篤
TEL・ FAX 096-351-0002

(2)大会期間中  平成 3年 8月 20～ 23日

¬F1862 熊本市出水 2丁目7番 1号

平成 3年度全国中学校選抜体育大会

第21回全国中学校バドミントン大会

大会本部 熊本市総合体育館 TEL 096-385-1010
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競 技 上 の 注 意

◎ 一般的事項
1.競技場の運動靴は、競技用と屋外用をはっきり区別して下さい。
2.試合のため会場へ到着したら「受付」をすませてから入場して下さい。
3.フ ロアーの上では、飲食は厳禁となっております。
4.応援は、「声援」ではなく『 拍手』で行って下さい。
5,貴重品は、必ず各自で十分管理して下さい。
6.そ の他は監督会議で連絡します。

◎ 競技上の事項
7.こ の大会は、平成 3年度日本バ ドミントン協会競技規則、及び大会運営規定によって実施 しま

す。

8.団体戦に参加のチームは、競技開始 30分前までにオーダー用紙を交換所に提出してください。
30分前までに、 (ま たは、指示のあった時刻までに)、 オーダー用紙の提出がなかった時、または

集合の時刻 (競技開始 15分前)に集合しなかった時は、棄権とみなします。
9.競技開始時刻 15分前には、選手集合所のプラカードのところに集合、主審、監督、マネージャー、

選手 (エ ントリーされた者)、 線審の順に整列し、両チームが集合完了したら入場します。

10.試合の進行状況に応じて、2コ ートで並行して試合を行う場合や、 コー トや競技開始時刻を変

更することがありますので、場内放送に十分注意して下さい。

11.ベ ンチに入ることの出来るのは、団体戦は、監督、マネージャー、選手 (エ ントリーされた者)、

個人戦は、監督又はマネージャー、選手とします。個人戦シングルスの試合では、練習相手とし

て 1名が同時に入場できますが、練習終了後直ちに退場して下さい。マネージャーは出場校の教

員または生徒とします。

12.団体戦は、初回戦のみ、全試合を行います。勝敗決定後は、相手監督の了解を得た場合、メン

バーの変更をすることが出来ます。以後は2点先取後打ち切ります。

13.主審が認めた以外、タイムはいっさい認めません。
14.フ ァイナルゲームの場合は、5分以内のインターバルをとります。

15.連続 して試合を行う場合は、10分以上のインターバルをとります。
16.シ ャトルは、審判が 3種類 (要項記載)準備し、各試合ごとにトス (ジ ャンケン)で決めます。
17.試合前の練習時間については、挨拶、シャトル選択 トス後、団体戦 3分ずつ、個人戦 3分 (同

時)と し、団体戦では番号の若いチームから行います。
18.サ ーバー確認のため、ダブルスのファーストサーバーとファーストレシーバーは、審判の用意

したリボンをつけて下さい。

◎ 審判上の事項
19.審判団は、厳正公平にその任にあたります。
20.抗議は、いっさい認めません。それとおぼしき言動は慎んで下さい。不審な時は、礼儀正しく
当該プレーヤーまたは監督が主審に質問して下さい。もし判定に服さない時は、その試合を放棄

するものとみなします。

21.次のような行為は禁止されています。

① 試合中、審判に無断でみだりにコートを離れること (コ ート外での汗ふき等)。
② サービスを故意に遅らすこと、極端に遅いレシーバーの構え。
③ 相手を威圧するような行為
④ 体力や息切れを回復できるように、あるいはサイドコーチを受けられるようにプレーを中断
すること。

⑤ 監督、マネージャーも含めての、試合中のサイドコーチ。

-13-



開 会 式 次 第

開式通告

童
口　
″何

正

敏

藤

元

加

中

選手入場 ω 日本中学校体育連盟代表

大 会 副 委 員 長開会宣言

諸旗掲揚

優勝盃返還 男子団体

女子団体

男子 単
女子 単
男子 複
女子 複

香川第 一 中

四條畷学園中

石  下  中
四條畷学園中

山  内  中
神居古 淳 中

香川県

大阪府

茨木県

大阪府

佐賀県

北海道

荒 井
水 井
多久島・樋 渡
中 山・増 茂

6挨  拶
(1)ω 日本中学校体育連盟代表
(2)熊 本 県 教 育 長
7祝  辞
(1)熊 本 市 長
8 歓迎の言葉
(1)地元中学生代表     楠 中 学 校
9 選手宣誓     岱明中バ ドミントン部主将
10 閉式通告     放送で通告
11 選手退場

閉 会 式 次 第

一暑
　
一

正

幸

藤

藤

加

佐

一　
寛

康

尚

中

上

野

田

田 尻 靖 幹

小 野   理

加 藤 正 喜

川 島 一 郎

開式通告     放送で通告
選手入場

成績発表          競技委 員 長

表  彰
(1)日 本中体連代表 賞状 優勝 トロフィ
(2)全国競技団体代表 優勝杯
(3)読売新聞社 トロフィ
(4)大会役員  メダル

講  評    0日 本中学校体育連盟代表

挨  拶
(1)熊本県中学校体育連盟会長

加 藤 正 喜

中 元 敏 行

熊本市中学校体育連盟副会長  東   良 一
7 諸旗掲揚
8 閉会宣言
9 閉式通告
10 選手退場
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(団 体 戦 )

⑭

⑨

① ②

12345

(個 人 戦 )

⑩⑩

⑮⑭⑬⑫⑪⑩

⑩⑬⑬

⑫

組 み 合 わ せ 表

④

④ ②

⑩

④ ⑤ ⑥ ⑦ ③

6   7   8   9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24

④

⑫

④

⑪ ⑬ ⑭ ⑮ ⑮

④ ⑤ ⑥ ③

タ イ ム テ ブ  ル

BD……・男子 複
GD……。女子 複

③

②

③②①

1   2   3   4   5   6   7   8   9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24

⑨ ⑩

▽ RT…・・・男子団体べ
 き卜……女子団体

単

単

子

子

男

女

Ｓ

ＩＳ

Ｂ

Ｃ

-15-

２０

日

16:00～ 17:00
17:00～17:30

開
ア ト    ラ

会
ク シ

式
ン

日  程 時  間 1コ ー ト 2コ ー ト 3コ ート 4コ ー ト 5コ ー ト 6コ ート 7コ ー ト 8コ ー ト

２１
日

（水
）

試 合

(団体戦)

9:00～ 11:00 BT l BT 2 BT 3 BT 4 GT l GT 2 GT 3 GT 4
11:00～ 13:00 BT 5 BT 6 BT 8 GT 5 GT 6 GT 7 GT 8
13:00～ 15:00 BT 9 BT 10 BT ll BT 12 GT 9 GT 10 GT ll GT 12
15:00^‐ 17:00 BT 13 BT 14 BT 15 BT 16 GT 13 GT 14 GT 15 GT 16

２２
日

（木
）

試 合
(団体戦)

8:30～ 10:00 BT 17 BT 18 BT 19 BT 20 GT 17 GT 18 GT 19 GT 20
10:20～11:50 BT 21 BT 22 GT 21 GT 22
12: 10～ 13:40 GT 23

試 合

(個人戦)

13:50～ 14:20 BS l BS 2 BS 3 BS 4 BS 5 BS 6 BS 7 BS 8
14:20～14:50 GS l GS 2 GS 3 GS 4 GS 5 GS 7 GS 8
14:50～ 15:20 BD l BD 2 BD 3 BD 4 BD 5 BD 6 BD 7 BD 8
15:20～ 15:50 GD l GD 2 GD 3 GD 4 GD 5 GD 6 GD 7 GD 8
15:50～16:20 BS 9 BS 10 BS ll BS 12 BS 13 BS 14 BS 15 BS 16
16:20～16:50 GS 9 GS 10 GS ll GS 12 GS 13 GS 14 GS 15 GS 16
16:50～17:20 BD 9 BD 10 BD ll BD 12 BD 13 BD 14 BD 15 BD 16
17:20～17:50 GD 9 GD 10 GD ll GD 12 GD 13 GD 14 GD 15 GD 16

２３
日

（金
）

試 合

(個人戦)

8:40～ 9:10 BS 17 BS 18 BS 19 BS 20 GS 17 GS 18 GS 19 GS 20
9:10～ 9:40 BD 17 BD 18 BD 19 BD 20 GD 17 GD 18 GD 19 GD 20
9:40～ 10:10 BS 21 BS 22 GS 21 GS 22
10:00～10:30 BD 21 BD 22 GD 21 GD 22
10:40～ 11:10 BS 23 BD 23 GS 23 GD 23

11:40～ 12:20 閉 会  式
個 人 戦 表 彰 式 )(団 体 戦

⑬

⑦

BT 7

BT 23

GS 6



平成 3年度 第 21回全国中学校バ ドミントン大会
得点記録 男子団体

1位  弘前市立弘前第一中学校 (東 北・青森)
2位  岱 明町 立 岱 明 中学 校 (九 州・熊本)
3位  上 市町 立 上 市 中学 校 (北信越・富山)
3位  香川町立香川第一中学校  (四 国・香川)

香 川 第 一 中 1

(香 川・ 四 国 )

倉 敷 第 一 中 2
(岡 山・ 中国 )

(宮 城 。東 北 )

俣   中 6

明 中
熊 本・ 九 州 )

月ll

海 道 )

中

2

1

1

1

3

0

⑩

1

2

川   島   中
(埼 玉・ 関 東 )

Ｑ
υ

⑭

⑨

０

①

2 1 ⑬

２ 14合  志  |
(熊 本・ 九 州 )

中

中郷七

清
＜
　
　
東
＜
　
　
小

岱
＜
　
　
幌

r一 一、二 里 °東 海 )

⑤

⑥②

15大
(愛 知
府 中
東 海 )

1    0

中
＞■月九

水

・本
育

ハ

ｈ
ｒ四
陳
慄

日
Ｈ
　
，

手
↑

‘
一Ｒ
大
勅

16正
(

強   中
奈 良 。近 畿 )

西  中
近 畿 )

21三  隈  中
(大 分・ 九 州 )

ｌ
⑭

ｌ
⑩

⑫④

」ヒ
中 国 )
中

根
賀

⑦

２
⑮

22 江 陵
海

中
( 」ヒ 道 )

23阿  見  中
(茨 城・ 関 東 )

17 岡
(岡 山0 2

2

0

④ 2

20 彦
(滋

2

18上  市  中
(富 山 。北信越 )

19弘 前 第 一 中
(青 森 0東 北 )

④

⑮

２

1

⑬

⑪

ｌ

２
⑫

③

Ｏ
Ｏ

2 2

0

0

裏 磐 梯 中
(福 島 0東 北 )

9

2    2

-16-

3 ③

⑩

四 條 畷 学 園 中 10
(大 阪・ 近 畿 )

志 貴 野 中 11
(富 山・ 北信越 )

桑     中 12
(栃 木・ 関東 )

0

24川  東
(愛 媛 0四 国 )

中



1回戦 試合番号
倉敷第一中
(岡 山 )

1男

0- 3 七
＜
郷 中
宮城 )

(
小
中
田、

川
ノ

一　
一　
一

野
上

海
期

15-12
(小 倉 )(1)13-15(2)(今  野 )

5-15

宅
神

三
白

14-17
) (0)10-15(2) (

井
学

油
大

1回戦 試合番号 5 男

良魚嚢卜「  2-1
大 府 中
(愛 知 )

本
上

塚
渕

9-15
(2)15- 7(1)
15-12

8-15
(0) 8-15(2)

下
島

木
寺

(杉 戸 )

木
村

鈴
中

一　
一　
一

道
掛

萬
鈴

1回戦 試合番号 2 男
清 水 中  。_1
(熊 本 ) ・  ・

四
＞
和
京
大
東
東
＜

村
村

日
岡

一　
一　
一

本
原

松
姶(2)

(0)(穴 見 )
3-15
9-15(2)(永  山 )

崎
田

島
梅

- 9
-15(1)
- 7

博
師

小
図

1回戦 試合番号 6 男
正 強 中 9_1岡 北
(奈 良 ) ・  ・ (岡 山

中

＞

山

田

高

岡

一　
一　
一
　

一　
一　
一　
　
一　
一　
一

５

５

５

　

５

７

５

　

１

３

２

　

　

　

２

　

　

　

０

山
山

横
片

(荒 木 ) (楢 原 )

島
塚

小
黄

宅
高

三
小

1回戦 試合番号 3 男
幌 別 中 1 。 裏 磐 梯
(北海道) ・

~Z (福
島 )

中
本

立
山

一　

一
部
森

阿
大

8-15
(棟 方 ) (0)14-18 ＝

句 椋 )

本
藤

山
佐

一　

一
堀
野
大
宮

1回戦 試合番号
彦 根 西 中
(滋 賀 )

7男

2- 1 三 隈 中
(大 分 )

青 山、
越 川ノ

ｎ
ｖ

Ｏ
Ｏ

ｎ
ｖ

一　

一　

一

津
崎

河
岩

(酒 井)(2)
15- 9
15-3(0)(長 谷部 )

居
岡

松
村

10-15
(0)15-17(2) ( 上

上
井
井

1回戦 試合番号 4 男
四條畷学園中  .  n
(大阪)  ・

~Z 中
＞
野
山
二員
一昌

士
心
ｒ
、

本
治

森
宇

(0)

6-15
5-15(2 生

村
放
中

(奥 井 )
一　
一　
一

(神 谷 )

(
木 村
川 口

一　

一
田

田

吉

福

1回戦 試合番号 8 男
江 陵 中  1  。
(北海道) ・

~乙 阿 見 中
(茨 城 )

村
山

田
奥

一　
一　
一

井
嶋

桜
水

9-
(上 村 )(0)8-

15
15(2)(池  戸 )

敷
村

屋
木

一　
一　
一

ｎ
ｖ (

横 島
稲 川 )

-17-

(歳 嶋 )



2回戦 試合番号 9 男
香川第一中  n  . 七
(香 川 ) Z~・ (

郷 中

宮 城 )

迪薔

｀
中 林
ノ

15
(2) 15

ｎ

ｖ

野
上

海
期

(上 枝 )(0) 野〈
「

一　
一　
一

松
原

赤
栗

15

)   (2) 15
井
学

油
大

2回戦 試合番号
川 島 中
(埼 玉 )

13. :男

3- 0 合 志 中
(熊 本 )

笛 木、
清 川ノ

一　
一　
一

木
村

鈴
中

一　
一　
一

普
Ｈ弓 (歳 嶋 )

澤
野多

中
波

ｎ
ｖ

一　
一　
一

本
上

塚
渕

2回戦 試合番号
清 水 中
(熊 本 )

10 男

1- 2 小 俣 中
(二 重 )

村
村

日
岡 (2)

(0)

-13
-15(1)( 田

爪
明
橋

(穴 見 )

一
　

一　
一　
一

)(松 本 )

村

口

吉
堀

9-15
(1)15- 6(2) (
7-15

坂
)

小 坂

2回戦 試合番号
正 強 中
(奈 良 )

14‐  :男

1- 2 上 市 中
(富 山 )

山

田

高

岡

一　
一

ｎ
υ

中
藤

萩
嘉

(荒 木 )
一　
一　
二

　
一　
一

５

５

５

４

５

２

　

　

　

０

(1)(久 保 )

(
黄 塚
小 島

嘉
本

松
宮

2回戦 試合番号 11 男
岱 明 中  。  A
(熊 本 ) °

~υ 中
＞
梯
島
磐
福
裏
＜

上

上
田

田
尚

修

一　
一　
一

０

　

　

０

　
　

０

部
森

阿
大

(田上 良 )
一　

一 (小 椋 )

崎
端

田
池

一　
　
一　
一　
一

堀
野

大
宮

2回戦 試合番号 15 男

¬曹利
中 3-0 中

＞
西
賀
根
滋
彦
＜

田
山

瓜
船

１
■
　

　

　

　

　

＝^

〉

７

６

６

３

２

一　
一　
一
　

一　
一　
一

４

５

８

５

５

青 山
越 川

)

(山 口 ) (村 岡 )

苗
藤

蒔
加

Ａ
Ｕ

，
“
Ｏ
υ

一　
一　
一

井
居

酒
松

2回戦 試合番号
志 貴 野 中
(富 山 )

12 男

2- 1 桑   中
(栃 木 )

生
村

放
中

一　
一　
一

ｎ
ｖ

，
“
　

　

　

　

　

＝^
）
　

　

　

　

＾
Ｕ

野
田

舘
西

15- 9
(神 谷 )(2)17-14 (水 川 )

田
田

吉
福

15- 1
) (2)17-14

山
藤

梅
吉

2回戦 試合番号 16 男

黒茨Ъぽ 3-0
川 東 中
(愛 媛 )

横 島、
稲 川ノ

15

(2) 15 ０

　

　

０

　

　

０

山
浦

中
三

15

(水 嶋 )(2)17
一　
一　
一

(尾 田 )

戸
部

池
阿

一　

一　

一

田
木々

福
佐

15

)  (2) 15

-18-



準々決勝 試合番号 17 男
香川第一中  。  ハ 小 俣 中
(香 川 ) 乙

~υ
(二 重 )

/栗 原、
｀
上 枝
ノ (

ｎ
υ

一　
一　
一

田
爪

明
橋

本松
二

　
一

Ｆ
Ｏ

Ｆ
０瀧

松
林

赤
中 (

源 口
)

坂

準決勝 試合番号
岱 明 中
(熊 本 )

21 :男

2- 1 香川第一中
(香 川 )

尚
修

上
上
田
田

，
“
　

　

　

　

　

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｖ
　

　

　

　

　

ソ^
“

原
枝

栗
上

(田上 良 ) (瀧 )

崎
端

田
池

一　
　
一　
一　
一

5
1 (1)
9

松
林

赤
中

準々決勝 試合番号 18 男

袋貞み「
2-0 中

＞
野
山
二員
一昌

士
心
′
、

上

上
田

田

尚

修

一　

一　

一

ｎ
υ

田

田

吉

福

(田上 良 )
一　

一　

一

〇
０

民
υ

民
υ

15
10(1)(神 谷 )
12

崎
端

田
池

生
村

放
中

準決勝 試合番号 22 男

践曹利
中 2-0 上 市 中

(富 山 )

/蒔 苗、
｀
加 藤
ノ

二

　

一

′萩 中、
｀
嘉 藤
ノ

(山 口 ) ｎ
Ｖ

ｎ
ｖ
′
一

一　
一　
一

(久 保 )

田
山

瓜
船

嘉
本

松
宮

準々決勝 試合番号 19 男
上 市 中 。_1
(富 山) 4 ・

川 島 中
(埼 玉 )

中
藤

萩
嘉

一　

一
木
水

笛
清

(久 保 )
一　
一　
一

15
15(2) (弓  削 )

嘉
本

松
宮

ｎ
ｖ

う
０

０
υ

一　

一　

一

(
中 澤
波多野

)

決勝 試合番号 23 男
弘前第一中 。_ 1
(青 森 )  .・

  
・

岱 明 中
(熊 本 )

田
山

瓜
船

一　
一　
一

ィ田上 尚、
｀
田上 修
ノ

(山 口 )
15- 8
(2)11- 1(0)
_キ ケン

(田上 良 )

苗
藤

蒔
加

ｎ
ｖ

一　
一　
一

/田 崎、
｀
池 端
ノ

準々決勝 試合番号 20 男

践曹利
中 2-0 阿 見 中

(茨 城 )

田
藤

蒔
加

一　
一　
一

戸
島

池
横

(山  口 )
一　
一　
一

(水 嶋 )

田
山

瓜
船

一　
一　
一

稲

桜 )
井

-19-
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平成 3年度 第 21回全国中学校バ ドミントン大会
得点記録 女子団体

1位  四條畷学園中学校  (近 畿・大阪)
2位  富山市立奥田中学校 (北信越 。富山)
3位  熊本市立東町中学校 (九 州・熊本)
3位  熊本市立京陵中学校 (九 州・熊本)

中
＞
園
畿
学
近

畷
阪
條
大
四
＜

13聖 ウル ス ラ学 院 中
(宮 城 。東 北 )

14瓜
(

15大  綱  中
(神 奈川・ 関東 )

16美
(鳥 取
保 中
中 国 )

破
大 阪

⑤

⑥

⑬

２

0

３
⑭

⑭

⑨

ｌ

ｌ

⑩

①

②

上

＜

2

0

0

市 中 2
富 山・ 北信越 )

津   軽   中 3
(青 森・ 東 北 )

前 橋 第 一 中
(群 馬・ 関 東 )

4

西 山 中 5
(熊 本・ 九 州 )

西  中
近 畿 )

0

0

1

1

⑩

3

1

2    0

17京
(熊 本
陵 中
九 州 )

俣 中
重 0東 海 )

香 川 第 一 中 6
(香 川・ 四国 )

2

⑫

18 /」ヽ
(

④

田  西  中
奈 良・ 近 畿 )

⑦

⑮

ｌ

⑪

３

ｌ
⑩

2

ｌ
⑫

④

(二 重

1

④

東 町 中 7
(熊 本・ 九 州 )

里     中 8
(埼 玉・ 関 東 )

2 2

1

2

1

19神

20 高
(

21奥  田  中
(富 山・北信越 )

中

中
＞＝策九

隈

ｏ分大
三
＜

渾
道
古
海

居
北

弘 前 第 一 中 9
(青 森・ 東 北 )

⑬ 0    2

-20-

23徳
(徳 島
島 中

⑩

日  高  中 10
(北 海 道 )

見 口
|コ  11

東 海 )

岡 中  12
山

24立 り|1 第 八 中
(東 京・ 関 東 )

1 ③

国

岡

」ヒ
中 国 )

2

0 0

③



1回戦 試合番号
上 市 中
(富 山 )

1女

1- 2 津 軽 中
(青 森 )

上
下

村
松

15-
)(1)10-

藤
俣

斎
猪

(岸 )

一　

　

一　

一　

一　

　

一　

一　

一

３

０

１

１

８

７

３

(鳴 海 )

村
木

沢
青

田
沢

玉
田

1回戦 試合番号 5 女
瓜 破 西 中  。
(大 阪 ) Z~・

大 綱 中
(神奈川)

田
村

平
芳 (2)

(2)

(0)

-11

-15(1)( 子
巻

金
金

(薦 田 ) (0)(西 俣 )

原
名

梶
山

一　
一　
一

原
輪

荏
金

1回戦 試合番号
前橋第一中
(群 馬 )

2女

2- 1
西

＜
山 中

熊本 )

中
本

田
谷

一　
一　
一

田
田

上

福

(渡 辺 )(2)
一　

一　

一

(0)(赤 松 )

(
中
)

ｎ
Ｏ

■
■

一　
一　
一

本
庄

松
古稲 村

1回戦

美
(

試合番号 6 女
保 中  n  ぅ
鳥取 ) υ υ

京 陵 中
(熊 本 )

沢
本

藤
松 (0)

一　

一

」日

｀
洲 鎌
ノ

4-15
(門 脇 )(0)2-15(2)(本  田 )

士
］
［雨「

秋
木

(0)

一
　

一　
一　
一

ｎ
０

９
“

田

田

原
平

1回戦 試合番号 3 女
里   中  。_n
(埼 玉 ) °

~υ 弘前第一中
(青 森 )

間
塚
留肥
篠

０

　

　

０

一　
一　
一　
　
一　
一　
一

山
坂

舘
大

11

(宮 本 )(2)11 (赤 石 )

藤

口

後
関

一　
一

Ｑ
υ

員
υ

ｎ

ｖ

村
藤

中
工

1回戦 試合番号
高 田 西 中
(奈 良 )

7女

1- 2 奥 田 中
(富 山 )

辺
高

渡
足

15- 4
) (2)15- 3(0) (

大

末 )
松

0-11
(中 村 ) (0)0-11(2)(山  田 )

崎
谷

石
山

9-15
) (0)2-15(2) (

藤
田

加
山

1回戦 試合番号 4 女
日 高 中  。  .
(北海道) Z~ ・

見 中
三 重

原
村

杉
岡

一　

一
ｎ

ｖ

村
木藪

(浜 田 )(0) (2)(阪 本 )

原
場

松
馬

田
村

里
中(2

- 5
-15(1)
-14

1回戦 試合番号 8 女
徳 島 中 . 。 三 隈 中
(徳 島) ・  ・ (大 分 )

/宮 本、
｀
赤 岩
ノ (0)

一　
一

′
Ｖ
′
０ (2)(侵谷

書
)

(2)(辻 )

(0)(中
辻
村
)

一　

一　

一　

　

一　

一　

一

〇

　

　

〇

(石 井 )

(
坂

)
堤

本
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2回戦 試合番号 9 女
四條畷学園中  。  A
(大 阪 ) °

~υ 中

＞軽
詠
津
＜

美
頭
橋市
鬼

一　

一　

一

ｎ
ｖ
　

　

　

　

　

ｎ
υ
　

　

　

　

〈Ｕ

田
沢

玉
田

(市橋理)(
一　
一　
一

(成 田 )

水 上
/1ヽ  り||

一　

一　

一

村
村
木
木

絵

明

2回戦 試合番号
聖ウルスラ学院中
(宮 城 )

13  女

2- 1 中
＞
西
阪
破
大
瓜
＜

(
庄子
千
理
葉

０

　

　

　

佗

一　
一　
一

田
村

平
芳

(庄子 絵 )
一　

一　

一

(山 名 )

坂
田

早
太

一　

一　

一

原
田

梶
薦

2回戦 試合番号 10 女
日llT都中 0-3 香川第一中

(香 川 )

中
本

田
谷

一　
一　
一

山
永

中
徳

(渡 辺 )(1)
一　
一　
一
　

一　
一　
一

１

３

２

４

３

(吉 川 )

(
中
)  (0) (

河
野

十
水稲 村

2回戦 試合番号 14 女

飛魚鼻卜ぽ 3-0
古     15- 9
(洲
ポ
鎌
)(2)15三 4

月ヽ 俣 中

(二 重 )

０

　

　

０

原
村

藤
奥

(本 田)(2)
一　

一　

一

0
1 (水 井 )

田

田

原
平

ｎ
Ｖ

一　

一　

一

井
本

石
宮

2回戦 試合番号
東 町 中
(熊 本 )

11女

2- 1 里   中
(埼 玉 )

(
松 巨

中

)

ｎ
υ

民
υ

”
，

一　
一　
一

/肥留間、
｀
篠 塚
ノ

西

●
０

１
■

１
■

一　
一　
一

(毛 利 ) (宮 本 )

山
月

片
秋

ｎ
ｖ

７
‥
ｑ

υ

一　

一
藤

口

後
関

2回戦 試合番号
神居古渾中
(北海道)

15 女

1- 2 奥 田 中
(富 山 )

一　

一　

一

(
カロ
山田

藤

青

一　

一　

一

７
ｉ
ｏ
０(竹 村 )(0) 1 (山田潤)

谷
原

西
長

ｎ
ｖ

一　

一　

一

ｒ
Ｏ

Ｆ
０

大

末 )
松

2回戦 試合番号
日 高 中
(北海道)

12 女

1- 2 中

＞

ヒ

山

ゴ

岡
岡
＜

(
杉原
岡
ぁ
村

一　
一　
一

(0)

(2)

(2)

藤
田

安
浜

(菅 原 )(0)
一　
一　
一

(雄 龍 )

(
杉原
馬
智
場

一　

一　

一

(
須々木
加 藤 )

2回戦 試合番号

隈 中
大分 )

16 女

1- 2 立川第八中
(東 京 )(

(
辻 亜

10-15
) (0)10-15(2) ( 倉

形
米
尾長谷部

0-11
( 辻紀) (0)7-11(2)(中  田 )

原
村

梶
中

8-15
)15-2(1)
15- 2

山
野

内
磯
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準々決勝 試合番号
四條畷学園中
(大 阪 )

17 女

2- 0 香川第一中
(香 川 )

(
市橋美
鬼 頭 )

18-13
10-15(1)
15-11

11- 7
11- 5(0)

山
永

中
徳

(市橋理) (吉 川 )

上
本

水
橋

河
野

十
水

準決勝 試合番号 21 女
四條畷学園中  。  ハ
(大 阪 ) 乙

~υ 東 町 中
(熊 本 )

/市橋美、
｀
鬼 頭
ノ

ｎ
ｖ

一　
一　
一

/毛 利、
｀
西
ノ

1

1

3
1(市橋理)(2) (0)(松 島 )

上
本

水
橋

山
月

片
秋

準々決勝 試合番号 18 女
東 町 中 n A岡 北 中
(熊 本 ) “ V(岡 山 )

′松 島、
｀
西

/ (2)

(2)

一　

一 (0)

(0)

/須々木、
｀
浜 田
ノ

(毛 利 )
一　

一 (加 藤 )

山
月

片
秋

一　
一　
一

藤
龍

安
雄

準決勝

奥
(

試合番号 22 番号
田 中  。  ハ
富 山) ι

~υ 京 陵 中
(熊 本 )

(
加 藤
山田青

)

一　
一　
一

田

田

原
平

(山田潤)
ｎ
Ｖ

′
０

′
一

一　

一　

一

(本 田 )

大 川
末 松 )

一　
一　
一

(
東
)

洲 鎌

準々決勝 試合番号

陵 中
19 女

2- 0示

(熊本 )
聖ウルスラ学院中
(宮 城 )

田
田

原
平

ｎ
Ｖ

７
‘
Ｏ
υ

一　
一　
一

(
庄子
千
理
葉

一　
一　
一　
　
一　
一　
一

Ａ
ｖ
ｌ

ｌ

1

(本 田 ) (庄子絵)

(
東
)

坂
田

早
太洲 鎌

決勝 試合番号 23
四條畷学園中
(大 阪 )

1女

2- 1 奥 田 中
(富 山 )

′市橋 美、
｀
鬼 頭
ノ

一　

一

藤

青田

加
山

一　
一　
一
　

一　
一

〇
〇

〇
４

０
４

ン

民
υ

員
υ

(市橋理) (山 田潤)

上
本

水
橋

大

末 )
松

準々決勝 試合番号 20 女
奥 田 中  ,_n 立川第八中
(富 山 ) ・  V(東 京 )

藤

青田

加
山

′
一
ハ
υ

一　
一　
一

野
山

磯
内

一　
一　
一
　

一　
一　
一

(山 田潤)(2) (0)(米 倉 )

川
松

大
末

田
形

中
尾
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平成 3年度 第 21回全国中学校バ ドミントン大会
得点記録 男子単

3

一 (北海道・旭川市立神居古渾中学校)

治 (青 森・弘前市立弘前第一中学校)
淳 (青 森・弘前市立弘前第一中学校)
士 (富 山・高岡市立志貴野中学校)

孝

将

　

仁

宮

口

田

谷

一
山

瓜

神

位

位

位

位

弓  削
(川 島中・

隆
＞玉

信
埼

13奥  井  則  昭
(四條畷学園中・大阪)

③

２
2

0

④

0

2

⑫

⑩

⑬

２ 章  芳
北海道 )

雄

治
＞本

良
熊ｂ

Ｌ

上

明‥岱
２
⑭

Ｏ
⑩取 )

栄
鳥ｈ

ｒ

村
府‐国

霜
＜

瓜  田    淳 2
(弘前第一中・青森)

谷  月1 博  紀 3
(玉 藻中 0香 川 )

大
熊本
輔 4

5

戸
大府

聡  之 6
中・ 愛 知 )

川  合  大  咲 7
(岡 垣中 。福岡 )

津 田 光 一 郎 8
(津 幡中・ 石川 )

木  村    寛
(四條畷学園中。大阪)

9

山 田 英 孝 10
(東浦和中・埼玉)

小 椋 隆 行 11
(裏磐梯中・ 福島)

一 宮 孝 -12
(神居古渾中・北海道)

14伊 藤
(永山中

① 2

2

2

④

0 ⑤

15中  村  健 一 郎
(文 林中・ 東京 )

161 増
(

17 田
(

18神 谷 仁 士
(志貴野中 0富山)

① 0    0

2

野
山‐桜

櫛
＜

杉

＜

敏田
末武 中

口

桜 町

山 口 )
② 1 ⑥

⑩

19野
(

進
中・ 香川 )

⑬

①

２

③

0 ⑮

２

2

⑩

0

″ヽ
Чノ

③

20川  崎 大  造
(八代第 2中・熊本)

21小 崎 貴 行
(葛渓学園中・茨城)

22荒 木 直 人
(正 強中・ 奈良 )

23上 原 友 和
(笠 松中 。岐阜 )

24山  口  将  治
(弘前第一中・青森)

2     2
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1回戦 試合番号 1

弘前 第 一 中  2-0玉  藻  中
(青森)        (香 川)

瓜 田

15-10
淳 15-11 谷 川 博 紀

1回戦 試合番号 7

八代第 二 中  2-0著 渓学 園 中
(熊本)        (茨 城)

18-15
川 崎 大 造 15-11小 崎 貴 行

1回戦 試合番号 2

桜 山 中 2-0国 府 中
(熊本)        (鳥 取)

15-12
櫛 野 大 輔 15-8霜 村 栄 一

1回戦 試合番号 8

正 強 中 2-1笠 松 中
(奈良)        (岐 阜)

6 - 15
荒 木 直 人 15-13上 原 友 和

15- 6

1回戦 試合番号 3

津 幡 中 2-1
(石川)

四條畷学園中
(大阪)

15- 4
津 田 光一郎  9-15 木 村

17-14
寛

2回戦 試合番号 9

弘前第一 中 2-0月 1 島  中
(青森)        (埼 玉)

瓜 田

18-17
淳 15-8弓 削 信 隆

1回戦 試合番号 4

東 浦 和 中 2-0
(埼玉)

裏 磐 梯 中
(福島)

15- 8
山 田 英 孝 15-5小 椋 隆 行

2回戦 試合番号 10

桜 山 中 2-0大 府 中
(熊本)       (愛 知)

15-12
櫛 野 大 輔 15-6杉 戸 聡 之

1回戦 試合番号 5

永 山 中 2-0文 林 中
(北海道)       (東 京)

15- 4
伊 藤 章 芳 15-4 中 村 健一郎

2回戦 試合番号 11

津 幡 中 2-0
(石川)

岡  垣  中
(福岡)

15-12
津 田 光一郎 15-6 り|1合 大 咲

1回戦 試合番号 6

岱 明 中 2-0末 武 中

(熊本)         (山 口)

15- 3
田 上 良 治 15-13増 田 敏 雄

2回戦 試合番号 12

神居古 渾 中
(北海道)

一 宮 孝 一

2-0東 浦 和 中
(埼玉)

15 - 4
- 51 5 山 田 英 孝
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中

芳二早藤伊
一　
一昭Π只井奥

山
(北海道)

2回戦 試合番号 13

四條畷学園中  2- 0 永
(大阪)

中

　
　
　
昭

園

＞
　
　
１

学

阪
　
　
則

畷
大
　
　
牛

條

＜

　

　

．ラ

四
　
　
　
奥

一中野
齢
貴
鱚
士
心

準々決勝 試合番号 19

15

神 谷 仁 ± 15

岱  明  中

治良上田
一　
一　
一

民
υ

ａ
Ｕ
・
Ｅ
υ

士仁谷神

(熊本)

2回戦 試合番号 14

一中野
Ｄ
貴
幅
士
心

中二

リヽ
沸
飼
代

＜

・
ヽ

一
中
一
＞
．
ヽ
本

萌
蔵
コ印

ζ
、

弘

川 崎 大 造

準々決勝 試合番号 20

一　

一　

一

山 口 将 治

中Ｔ
■
月

田
香

桜ｎＶ一中二
〇
沸
翅
代

＜

・
ヽ

進口野
一　
一造大崎

2回戦 試合番号 15

中一
＞

」
・
森
紹】
圭目

〓副
／１
、

弘ｎＶ一

浮田瓜
一　

一

準決勝 試合番号 21

中

　

　

　

一

渾

Ｄ
　
　
孝

古

海

　

　

‥

‥
！
レし
　
　
　
　
、ココ

層
Ｇ

　
　

，
．

神

　

　

　

一

中

人直木荒

０
４

ｏ
０

一　
一　
一

強
雑

正ｎｖ一

‐６

　

　

２

号

　

コ

番

　

「

合
　
　
一
Ｄ

試
　
第
議

戦
　
輌
ぐ

回

　

；

山 口 将 治

中野
齢
二員
皓い
士心

一中一
＞
．
ヽ
本
碑
歳
一印

ｒ
、

弘

士仁谷神
一　

一　

一

準決勝 試合番号 22

山 口 将 治

中
ト
ト
山
熊

桜ｎｖ一中一
＞

」
・
森
寵】
一月

一印

／
ｋ

弘

輔大野櫛

民
υ

ハ
υ

一　
一　
一

準々決勝 試合番号 17

瓜 田  淳

中
一
＞静
謙
コ印

′
、

弘一

治将口山
一　
一

決勝 試合番号 23

中
　
　
　
一

渾
Ｄ
　
　
孝

古
海
　
　
，
‐

居
靴
　
　
色

神
　
　
　
一

幡  中
(石川)

津 田 光一郎

津

０
０
１

　

　

一

号

　

２

番

　

―

合

　

畔

＞

試
　
渾
逼

榔　睛伽

準

一　

一　
一

一孝宮一
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平成 3年度 第 21回全国中学校バ ドミントン大会
得点記録 男子複

位

位

位

位

(青森・弘前市立弘前第一中学校)

(熊本・岱 明 町立 岱 明中学校)

(栃木・小山市立小山城南中学校)

(香川・香川町立香川第一中学校)

田 上 ・ 田 上 1

(岱 明中・ 熊本 )
13大 舘 ・ 新 井
(松 伏中・埼玉 )

2

0

2

0

0

2

0

0

2

⑬

２

③

２吉 井 ・
(美 川中・

石 崎
石川 )

14佐 々 木 ・ 宮 本
(木 太中・ 香川 )

15平 田 。 中 島
(国 分中・ 大阪 )

⑤①

④

0

⑩

⑩

2

高 ‖|・ 池 田 3
(魯志野第二中・千葉)

楢 原 ・ 三 宅
(岡 北中・ 岡山 )

4

後 藤 ・ 太 田 5
(五 橋中・ 宮城 )

⑬ 2     2

0

２
⑭

Ｏ
⑩

⑫

16田 崎 ・
(岱 明中・

池 端
熊本 )

② 0 ⑥

0

百
(

田 ・ 尾 山 6
北大路中・ 滋賀 )

8
1

2

1

④

17田 村 ・ 奥 山
(江陵中 0北海道)

18蒔 苗 0加 藤
(弘前第一中・青森)

19松 嘉 ・ 宮 本
(上 市中・ 富山 )

20岡 田 ・ 高 山
(正 強中 0奈 良 )

21 坂
(

松  本
小俣中 0二 重 )

今 西 ・ 馬 木 7
(神居古渾中 0北海道)

⑪

２

③

⑮

ｌ清 元 ・
(北本東中・

清 元
埼玉 )

船 山 ・ 竹 内
(弘前第一中・青森)

反
愛知

9

日日 10
)

0    0

-27-

高 嶋
,栃木)

⑦

③④

竹 内 ・ 二
(大府西中・

甲 斐 ・ 野 中 11
(楠 中 0熊 本 )

瀧   栗  原 12
(香川第一中 0四国)

23山 田 ・ 宮 崎
(垢 田中・ 山口)

22下 鳥  ・
(小山城南中

24 日
(

0

Ｏ
⑮

２
⑫

村 ・ 岡 村
清水中・ 九州 )

2

2 2

蒔 苗  淳・ 加 藤 弘 幸
田 上 尚 寛・ 田 上  修
下 鳥 洋 樹 0高 嶋  進
瀧  裕 明・ 栗 原 大 介

⑬



中三
＞
第
葉
野
千
志
＜
習

成
徳
和
哲
川
田
西
池

1回戦 試合番号 1

美  川1 中  2-1
(石川)

一　

一　
一

剛
樹直

井
崎
吉
石

小 俣 中 2-1正 強 中
(奈良)

哉
平
光
洋
田
山
岡
高

一　
一　

一

1回戦 試合番号 7

(二重)

坂  真 和
松 本  徹

五  橋  中
(宮城)

尚
徳英

藤
田
後
太

民υ
■４

一　
一　
一

Ｏ
υ

０
０

士
介
功
恭
原
宅
楢

三

1回戦 試合番号 2

岡  北  中  2- 0
(岡山)

中
「ヨ

田

革
＝
ロ

垢一

只
υ
　

　

　

ｎ
Ｚ

号

　

コ

話
　
削
０

試′　
城
励

Ｌ
Ц

４
Ｖ̈

戦

　

陶

回
　
　
／

潤
志宏

田
崎
山
宮

一　

一　

一

樹
進
洋鳥
嶋
下
高

中
〓
，
■
森
一朗
青

コ印

′ヽ

弘ｎｖ一

也
輔
和
大
山
内
船
竹

′域
ｎソ

一　

一　

一

1回戦 試合番号 3

中東
⊃
本
崎

吾
太
敬
亮
一九
一九

清
清

中Ｈ
＝
「ν

り
石

美ｎ
Ｖ一

剛
樹真

井
崎
吉
石

Ｏ
υ
月４

一　
一　

一

2回戦 試合番号 9

岱  明  中
(熊本)

寛

修

尚上

上
田

田

中 2-0大 府 西 中
(愛知)

次

幸

一浮
二員

勺

田
Ｆ
反

竹

二

1回戦 試合番号 4

一　

一　

一

也

一

竜
康
斐
中
甲
野

(熊本)
楠 2-1北 大 路 中

(滋賀)

和
史
憲
康
田
山
百
尾

一　

一　

一

2回戦 試合番号 10

岡  北  中
(岡山)

士
介
功
恭
原
宅
楢

三

国  分  中
(大阪)

児
幸
有
高
田
島
平
中

一　

一　

一

1回戦 試合番号 5

一
中一ヽ

口川

以
香

木

司
慶
誠
秀
木
本

々

‥

佐
宮

中東
⊃
本
的

ｎ
ｖ一中渾

Ｄ
古
海
居
靴
神

吾
太
啓
亮
一九
一九

清
清

７
１
００

一　

一　

一

2回戦 試合番号 11

浩

一

隆
智
西
木
今
馬

岱  明  中
(熊本)

郎
修
一誠崎

端
田
池

1回戦 試合番号 6

江 陵 中 2-0
(北海道)

一　

一
資

一

成
幸
村
山
田
奥

香川第 一 中  2-0楠    中
(香川)        (熊 本)

也

一

竜
康
斐
中
甲
野

一　
一　

一

明
介
裕
大原

瀧
栗

2回戦 試合番号 12
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中一ヽ
Ｈ月

以
香

木一
中

司
慶枷赫

佐
宮

一　
一　
一

2回戦 試合番号 13

就

新 井 陽一郎

伏ｍ　鐵

松

　

　

大

中ヽ
玉
ル
埼

松ｎυ一中一
♪
．

ヽ
本

麟
詫

一印

／
ｋ

弘

就
郎一
靖
陽．

舘
井
大
新

準々決勝 試合番号 19

一　
一　
一

淳
幸弘

苗
藤
蒔
加

中
道
陵
海

江ｎｖ一中一
ヽ
ノ碑
罰
コ印

′、

弘

資

一

成
幸
村
山
田
奥

Ｑ
υ
″‘

一　

一　

一

淳
幸弘

苗
藤
蒔
加

2回戦 試合番号 14

中
Ｌ
ｕ

市
凱

上一
中菊

＞珈麻
ヨ

句
Ｊ

，―日

て

＝
付

輔
宏
勇
和
嘉
本
松
宮

一　

一　

一

準々決勝 試合番号 20

樹
進
洋鳥
嶋
下
高

上 市 中 2-0小 俣 中
(二重 )

和
徹
真
本
坂
松

一　
一　
一

輔
宏
勇
和
嘉
本
松
宮

2回戦 試合番号 15

(富山)
香川第 一 中
(香川)

明
介
裕
大原

瀧
栗

‐

・
　

　

　

一

号番
　
中

へ
口
　
　
　
　
　
　
ヽ
ノ

説
　
明
鉢

餓
　
岱
＜

準

寛

修
尚上
上
田

田

中水
鉢
會
”

清一
南城
わ
山
砺
＝付

義

一
一
博
村
村
日
岡

Ｑ
υ
′０

一　

一　

一

樹
進
洋鳥
嶋
下
高

2回戦 試合番号 16

中菊

＞珈殊
山

Ｃ

川

Ｊ一
中一
＞離
謙
コ印

／ｋ

弘

樹
進
洋鳥
嶋
下
高

準決勝 試合番号 22

一　

一　

一

淳
幸弘

苗
藤
蒔
加

岡  北  中

士
介

Ｄ

　

功
恭

鋼

　

原
宅
楢
三

１

　

　

一

号

　

２

番

　

‥

合

　

叫

式

　

　

＞

．．‥

　

　

　

　

↑
い

日

“
フ

券

　

日
熊́

渕
　
苦
＜

々

　

　

　

■

Ｌ

準

寛

修
尚上
上
田

田

中
」
ト

明
″會Ｘ

岱一

号

　

中

趨

　

前 第 一
ｍ

勝

　

弘

決

寛
修
尚上
上
田

田

一　

一　

一

淳
幸弘

苗
藤
蒔
加

2-1神 居古 渾 中
(北海道)

浩

一

隆
智
西
木
今
馬

一　
一　
一

準々決勝 試合番号 18

香川第 一 中
(香川)

明
介
裕

大原

瀧

栗
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平成 3年度 第 21回全国中学校バ ドミントン大会
得点記録 女子単

1位  米 倉 加奈子 (東京・立川市立立川第八中学校)
2位  田 中 美 保 (佐賀・鳥 栖 市 立 田代 中学校)
3位  普津沢 暁 子 (栃木・宇都宮市立陽北中学校)
3位  庄 子 絵 美 (宮城・聖 ウルスラ学院中学校)

市 橋 美 紀 1

(四條畷学園中・大阪)

田  百
佐女子中 0

2

0

0

2

④ 2

2

2

⑩

⑩

13. |」」
(

子

⑬

０

２
⑭

16水
(」ヽ

14渡  辺  こ ず 絵
(前橋第一中・群馬)

0 ⑤

15澤    緑
(日 吉中・ 滋賀 )

田
奥 田中

潤
富 山 )

⑨

０
1 1

2

岡
(土

枝
高知)

2

牛 渡 初 美 3
(玉 川中・ 宮城 )

①

⑭ 2    0

舟  越  千 恵 子
(三 宅中・ 福岡 )

4 と

＞
さ
重

ち

三

⑥

２
⑩

②

④

0

2

2

0 ⑦

+「
ブr
俣 中

17本  田
(京 陵中・

19竹 村
(神居古渾中

愛  科
熊本 )

美 裕 紀
・北海道)

蔦   悠  子 5
(城山北中・ 中国 )

米  倉  加 奈 子 6
(立川第八中0東京)

恵  理 7

田 村 裕 美
(忠和中・北海道)

畑 山 加 奈 子
(袋 原中・ 宮城 )

9

吉  田  恵
(美 川中・ 石川

美
)

10

普 津 沢  暁  子 11
(陽 北中 0栃木 )

2 1

18庄 子 絵 美
(聖ウルスラ学院中・宮城)

②
④

本
見‥二

阪
＜ ・ 二 重 )

⑮

２

２
⑮

⑬

⑪

２

２
⑫

③

Ｑ

υ

0 0

0    2

20市 橋 理 恵
(四條畷学園中・大阪)

21亀 山 貴 代
(桐生北中・ 群馬 )

22加 藤 美 香
(岡 北中・ 岡山 )

23吉 川  玲  奈
(香川第一中・香川)

24田  中  美
(田 代中・ 佐賀

2

1 ③

知
熊 本

寺
＜
本
鏡 中

イ1こ  12
)

1

2

-30-
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1回戦 試合番号 1

玉 川 中 2-0土 佐 女 子
(宮城)        (高 知)

11- 2
牛 渡 初 美 12-11岡 田 百 枝

1回戦 試合番号 7

四條畷学園中  2-0
(大阪)

桐 生 北 中
(群馬)

11- 8
市 橋 理 恵 11-3亀 山 貴 代

1回戦 試合番号 2

城 山 北 中 2-0三 宅 中
(広島)        (福 岡)

蔦

12-10
悠 子 11-5 船 越 千恵子

1回戦 試合番号 8

香川第 一 中  2-0
(香川)

岡  北  中
(岡山)

11- 1

吉 川 玲 奈 11-5加 藤 美 香

1回戦 試合番号 3

忠 和 中 2-0袋 原 中
(北海道)       (宮 城)

11- 2
田 村 裕 美 11-0 畑 山 加奈子

2回戦 試合番号 9

四條畷学園中  2-0 玉  りll 中
(大阪)        (宮 城)

11

市 橋 美 紀 11

- 1

- 3 牛 渡 初 美

1回戦 試合番号 4

陽 北 中 2-1美 川 中
(栃木)        (石 川)

11- 7
普津沢 暁 子  2-11 吉 田 恵 美

11- 4

2回戦 試合番号 10

立川第 八 中
(東京)

2-0城 山 北 中
(広島)

11- 2
米 倉 加奈子 11-2 蔦 悠 子

1回戦 試合番号 5

日 吉  中
(滋賀)

2-1前 橋第一 中
(群馬)

澤

11- 7
緑  4-11 渡 辺 こず絵
11- 5

2回戦 試合番号 11

忠 和 中 2-0二 見 中
(北海道)       (二 重)

11- 4
田 村 裕 美 11-6阪 本 恵 理

1回戦 試合番号 6

京 陵 中 2-0小 俣 中
(熊本)        (二 重)

11- 0
本 田 愛 科 11-3水 井 ちさと

2回戦 試合番号 12

陽  北  中  2-1鏡 中

(栃木) (熊本)

11- 6
普津沢 暁 子  8-11 寺 本 知 代

12-11
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2回戦 試合番号 13

奥 田 中 2-0
(富山)

日 吉  中
(滋賀)

11

山 田 潤 子 11

- 0
- 6 澤 緑

準々決勝 試合番号 19

聖ウルスラ学院中 2- 1
(宮城)

奥  田  中
(富山)

4-11
庄 子 絵 美 11-5山 田 潤 子

11-4

2回戦 試合番号 14

聖ウルスラ学院中 2-0京  陵  中
(宮城)        (熊 本)

11

庄 子 絵 美 11

- 6
- 7 本 田 愛 科

準々決勝 試合番号 20

田 代 中 2-0
(佐賀)

神居古 渾 中
(北海道)

11

田 中 美 保 11

- 4
- 6 竹 村 美裕紀

2回戦 試合番号 15

神居古 淳 中
(北海道)

2- 1 四條畷学園中
(大阪)

6-11
竹 村 美裕紀 11-6 市 橋 理 恵

12-10

準決勝 試合番号 21

立川第 八 中  2-0陽
(東京)

ゴヒ 中

(栃木)

12-10
米 倉 加奈子 11- 5 普津沢 暁 子

2回戦 試合番号 16

田  代  中
(佐賀)

2-0香 川第 一 中
(香川)

11- 5
田 中 美 保 11-6吉 川 玲 奈

準決勝 試合番号 22

田 代 中 2-0
(佐賀)

聖ウルスラ学院中
(宮城)

11- 6
田 中 美 保 11-2庄 子 絵 美

準々決勝 試合番号 17

立川第 八 中  2-1
(東京)

四條畷学園中
(大阪)

11- 7
米 倉 加奈子  3-11 市 橋 美 紀

12-10

決勝 試合番号 23

立川第 八 中  2-1
(東京)

田 代  中
(佐賀)

10-12
米 倉 加奈子 11-5 田 中 美 保

11- 4

準々決勝 試合番号 18

陽  北  中 2-0 忠  和  中
(栃木)       (北 海道)

11

普津沢 暁 子 11
- 4
- 2 田 村 裕 美
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平成 3年度 第 21回全国中学校バ ドミントン大会
得点記録 女子複

1位  中 山・徳 永 (香川・香川町立香川第一中学校)
2位  洲 鎌 。 東  (熊本・熊 本 市 立 京陵 中学校)
3位  高 木・田 口 (茨城 0石 岡市 立 国府 中学校)
3位  太 田 0千 葉 (宮城・聖 ウルスラ学院中学校)

遠 藤 ・ 大 西 1

(砂川中・北海道 )

+河 ・ 水 野 21(香

川第一中・香川)
① 2

鬼 頭 ・ 水 上 3
(四條畷学園中・大阪)

洲  鎌   東 4
(京 陵中・ 熊本 )

② 2

大 塚 ・ 小 宅 5
(鬼 怒中 0栃 木 )

藤 原 ・ 奥 村 6
(小 俣中・ 二重 )

L'日
1夏久中・ 黛本丼

7

浜 田 9

①

２金 巻 0荏 原 8
(大綱中・神奈川 )

岸   村  山 10
(上 市中・ 富山 )

④

平 田 ・ 薦 田 11
(瓜破西中・ 大阪 )

14八 木 ・ 目 加 田
(笠 松中・ 岐阜 )

13高 木 ・ 田 口
(国 府中・ 茨木 )

15宮  原   脇
(大 殿中・ 山口 )

16中 村 ・ 工 藤
(弘前第一中 0青森)

17上 田 ・ 福 田
(西 山中・ 熊本 )

0 2

0 ⑤

⑬

ｌ

⑨

０

⑬

Ｏ
⑭

ｌ
⑩

2

1

2

2

0

2

⑩

⑩

2     0

⑫④
1 2

0 ⑥

1

18カ日 藤  ・
(奥 田中・

2

2

山 田
富山 )

④

20 1杉
(日

19中 山 ・ 徳 永
(香川第一中 0香川)

⑮

０

⑦③ 0

0

原

「
ヨ1

・ 岡 村
中 0北海道)

岡山 )

木
帥
々
岡
須
＜

21北 島 ・ 武 富
(大 和中・ 佐賀 )

⑬ 1     2

22 岩
(市リ
田  ・
|‖第六中・

猪 狩
千葉)

0 0 ③

ｌ

⑫
23斉 藤 ・ 猪 俣
(津 軽中・ 青森 )

24渡 辺 ・ 足 高
(高田西中・奈良 )

0

太 田 ・ 千
(聖ウルスラ学院中・

葉
宮城)
12

2
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2-0香 川第 一 中
(香川)

子
美
智
流
河
野
十
水

１
■
ｎυ

一　

一　
一

代
希
加
実
頭
上
鬼
水

1回戦 試合番号 1

中園
＞

学
阪
畷
大
條

＜
四 日 高  中

子
子
ゆ
矢
あ
亜

(北海道)

原
村
杉
岡

大  和  中  2-0
(佐賀)

一　
一

Ｏ
υ

Ｆ
０

1回戦 試合番号 7

樹
美ダ
真
い
島
富
北
武

京 陵 中 2-1鬼 怒 中
(栃木)

美
美
久
弘
塚
宅
大
小

一　

一　

一

子
子靖難

鎌洲
東

1回戦 試合番号 2

(熊本)
津  軽  中

子

子難貴
藤
俣
斎
猪

(青森)
一

中」、
＞艤親

市

1回戦 試合番号 8

一　

一　

一

子
子
躾
紀
田
狩
岩
猪

大 綱 中 2-0岡 北 中
(神奈川)       (岡 山)

恵
子理恵

株

田
須
浜

一　

一　
一

子
子●ロ

輝
慰
巻
原
金
荏

1回戦 試合番号 3

四條畷学園中  2-0 砂  り|1 中
(大阪)       (北 海道)

子
子
雑
清
藤
西
遠
大

一　

一　

一

代
希
加
実
頭
上
鬼
水

2回戦 試合番号 9

瓜 破 西 中
(大阪)

奈
美
美

朋
田

田

平
薦

1回戦 試合番号 4

上 市 中 2-1

一　

一　

一

Ｏ
υ

民
υ

民
υ

子
泉

Ｄ
　
¨
和

幅
　
　
上
岸
村

中俣
壺

月

「
０
〉一

ｎ
ｖ

号

　

コ

番
　
可

〈
口
　
　
　
　
（
ツ

詩
　
陵
翅

戦
　
京

巨

　

‥

織

み■
ノ

ヵ

あ

原

村

藤

奥

一　
一　

一

子
里靖難

鎌洲
東

大 殿 中 2-1笠 松 中
(山口)        (岐 阜)

書
志
木
旧
八
日

1回戦 試合番号 5

一　
一　

一

〇
０

民
υ

民
υ

子
子
妙
由
原宮
脇

2-0大  綱  中
(神奈川)

子
子＝
】

輝
齢
巻
原
金
荏

ｎ
ｖ
０６

一　
一　

一

幸
美
美
裕
下
村
山
中

2回戦 試合番号 11

日 奈 久 中
(熊本)

西  山  中
(熊本)

奈
瞳
佳田
田

上
福

1回戦 試合番号 6

一
中ｒ

，

■

森
寵”
一月

コ印

／
、

弘

子
子
純
直
村
藤
中
工

中

子

泉

ろ

‐

ひ

和上
岸
村

一　
一　

一

子
枝
裕
園
田
葉
太
千

市

山 )一昌

上
一

中院学

Ｄ
ラ
喘
げ

ス
一呂

｛ソ
聖

2回戦 試合番号 12
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2-0大  殿  中
(山口)

子
子
妙
由
原宮
脇

2回戦 試合番号 13

一　

一　

一

国  府  中

穂

由里子

(茨城)

士
心木

口

高
田

中
Ｌ
ｕ
田
前

奥ｎ

Ｖ

ｌ

　

　

一

号

　

２

番

　

―

合

　

叫

試

　

　

劫

勝
　
府
脚

欲
　
国
‐

準

蜘
土円

藤
田
加
山

一　
一　

一

穂
子
〓ヽ
里
士
心
山
叫

木

口

高
田

中一
＞ｉ第．講

〓副
ｒ
、

弘一
中

ｈ
Ｈ

田
前

奥

子
子
純
直
村
藤
中
工

一　
一　

一

子
子
知
青
藤
田
加
山

2回戦 試合番号 14

中西
Ｄ
田
捺
昔同

子
未
奈

く

未
綱
辺
高
渡
足

準々決勝 試合番号 20

2- 0

一　

一

香川第 一 中
(香川)

子
子期郁

ヨ

Кヽ

＝
口
〓
ァ

中
徳

2回戦 試合番号 15

中院学

＞

ラ

●
χ
は
勧
ウ
´
聖

一

子
枝
裕
園
田
葉
太
千

民
υ

０
０

ウ
‘

一　
一　

一

ｒ
υ

民
υ

民
υ

子
里靖難

鎌洲
東

準決勝 試合番号 21

京  陵  中
(熊本)

中」、
＞艤
預

市ｎＶ一

子
子
躾
紀
田
狩
岩
猪

一　
一　
一

子
未
隷
紘
辺
高
渡
足

2回戦 試合番号 16

中西
Ｄ
田
捺
昔同

中
Ｏ
Ｘ

け
丁

ｔ
，

月
茨

国ｎｖ一
中一

Ｄ
瞬
割
香

穂

子
高 木 志
田 口 由里

準決勝 試合番号 22

一　

一　

一

子
子
期
郁
山
永
中
徳

中園
＞
学
阪
畷
大
條
＜
四

代
希
加
実
頭
上
鬼
水

１

　

　

一

号

　

２

番

　

‥

合

　

嗜

試
　
　
Ｄ

勝
　
陵
鯵

測
　
ｒヽ
＜

々
　
　
一万

準

一　

一
子

里靖難
鎌洲
東

京  陵  中

鎌 靖 子
美登里

(熊本)

決勝 試合番号 23

香川第 一 中  2-1
(香川)

洲
東

一　
一　
一

子
子
理
６
真
翻
山
永
中
徳
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香川第 一 中  2-1大  和  中
(香川)        (佐 賀)

中 山 真理子 1員
~|: 
北 島 真 樹

徳 永 郁 子 i;三 i; 武 富
いず美

準々決勝 試合番号 18

聖ウルスラ学院中 2-0日 奈 久 中
(宮城)        (熊 本)

太 田 裕 子 |: χ 山 下 美 幸
千 葉 園 枝 ・

°~°
中 村 裕 美



男子団体出場選手名簿

プロック
名
都道府
県 名
学   校   名
監督・マネージャー名

選 手 名 ○印 主将

北海道

北海道
滝川市立江陵中学校
金子総一郎 。若松重義

奥山 幸一 (3)木村 武久 (3)
原田 真樹 (3)

○屋敷  潤 (3)
上村 将司 (3)

田村 成資 (3)
西村 拓也 (3)

北海道
登別市立幌別中学校
中山 孝・櫻井 康宏

山本 正史 (3)佐藤 博光 (3)
本名新一郎 (2)

○立中
藤田
大輔 (3)山本 直人 (3)
直己 (3)棟方 伸吾 (2)

ラに| 」ヒ

青森県
弘前市立弘前一中学校
高屋  仁 。工藤 真澄

淳 (3)○山口
船山
将治 (3)蒔苗  淳 (3)加藤 弘幸 (3)瓜田
和也 (3)竹内 大輔 (3)中野 亮太 (3)

宮城県
仙台市立七郷中学校
文屋 俊英・佐藤 辰也

○今野
田澤
友之 (3)
昭彦 (3)

海野  康 (3)油井 昭和 (3)大学  悟 (3)
山城 貴則 (3)期上  大 (2)

福島県
北塩原村立裏磐梯中学校

宇南山忠明・高橋範央
一史 (3)大堀 一幸 (3)
永一 (2)

〇小椋 隆行 (3)阿部  遵 (3)大森
宮野 孝広 (3)東野 博之 (3)大橋

関 東

埼玉県
川島町立川島中学校
名倉 康弘。木村 哲也

弓削 信隆 (3)
成田 義輝 (2)

笛木 弘道 (3)波多野
中澤
良 (3)
誠 (2)

○中川 貴之 (3)
清水  豊 (3)

栃木県
小山市立桑中学校
篠原  隆・藤本 貴司

西田 裕紀 (3)梅山 智志 (3)
高山  晋 (3)

○水川 貴生 (3)
吉藤 孝明 (3)

舘野 隆志 (3)
杉村 智之 (3)

東京都
東大和市立第四中学校
渡辺 英俊

○永山 晴隆 (3)
松山雄一郎 (3)

姶良 広幸 (3)小博  誠 (3)松本 光貴 (3)
図師 拓哉 (3)

茨城県
稲座郡阿見町立阿見中学校
飯田 昭夫 。名畠 英行

稲川 敏規 (3)水嶋 和博 (3)
矢部 光明 (2)

○桜井
横島

岡」(3)
博明 (3)

池戸 良之 (3)
阿部 和彦 (2)

北信越

富山県
上市町立上市中学校
岡田 哲男・酒井 大輔

松嘉 勇輔 (3)宮本 和宏 (3)
久保 浩之 (2)

○萩中
山口
友和 (3)嘉藤  勝 (3)
貴文 (3)山 岡 孝幸 (3)

富山県
高岡市立志貴野中学校
芳田三輪子・辻 秀志

通 (3)○神谷 仁士 (3)放生  稔 (3)中村 友輝 (3)吉田
福田悠紀尚 (3)定塚 龍二 (3)錦   聡 (3)

東 海
二重県
小俣町立小俣中学校
松田 健・伊豆土子

○坂  真和 (3)明田 直人 (3)橋爪  英 (3)源 □ 哲史 (3)
小林 圭介 (3)松本  徹 (2)池之山晶宏 (3)

愛知県
大府市立大府中学校
飯村 順一。浜島 式孝

○杉戸 聡之 (3)萬道 祐介 (3)
寺島 辰雄 (3)深谷 泰孝 (3)

鈴掛 政和 (3)木下 寛康 (3)
原口 和正 (2)

近 畿

大阪府
四條畷学園中学校
仲尾 信一 。杉田 忠邦

○奥井 則昭 (3)
森本 兼行 (2)

木村  寛 (3)小倉 栄師 (2)島影 憲治 (2)
宇治 克樹 (1)川 口 馨士 (1)

奈良県
正強中学校
吉村 禎訓

○荒木 直人 (3)
高山 洋平 (3)

岡田 光哉 (3)黄塚 智之 (3)小島伸太郎 (3)
八木 友一 (3)

滋賀県
彦根市立西中学校
涌井 努・植田耕一郎

昌行
仁志
(3)松居 智知 (3)
(3)

青山 康二 (3)越川
谷  健士 (3)寺沢

○酒井 将之 (3)
村岡  聡 (3)

中 国
岡山県
岡山市立岡北中学校
岡本 次郎 。平井 伸一

小高 辰也 (3)三宅 恭介 (3)
小寺 敏之 (2)

○横山
片山
功 (3)楢原
昇 (3)樋口

功士 (3)
史行 (3)

岡山県
倉敷市立倉敷第一中学校
中須賀祥雅・西山大輔

○小田 俊輔 (3)
三宅 隆之 (3)

小倉
白神
康 (3)中川 健児 (3)三宅 貴之 (3)
純 (3)土岐 洋介 (3)

四 国
香川県
香川町立香川第
北川 幸子。新

一中学校
健二
○瀧  裕明 (3)
上枝 隆二 (3)

赤松 康弘 (3)栗原 大介 (3)中林 康直 (3)
中山 裕樹 (2)品川 智久 (2)

愛媛県
新居浜市立川東中学校
西原  隆 。今村 悦朗

佐々木貴一 (3)塩出 浩之 (3)
大内 恭介 (2)

○尾田
中山

征司 (3)
直樹 (2)

福田 純一 (3)
三浦周一郎 (2)

九 州

熊本県
岱明町立岱明中学校
員田 晴美・植野 由貴

田崎誠一郎 (3)池端  修 (3)
古庄  隆 (3)

○ 田上 尚寛 (3)田 上  修 (3)
田上 良治 (3)田 上 征寛 (2)

熊本県
合志町立合志中学校
茂田 光広・田中 友也

勝人 (3)歳嶋 建国 (3)
智之 (3)

○塚本 太一 (3)
渕上 貴司 (2)

鈴木 浩明 (3)中村
鍋島 洋平 (3)藤崎

大分県
日田市立三隈中学校
武石 洋治

井上 智晴 (3)井上 貴樹 (3)
長谷部孝平 (2)

○長谷部竜介 (3)
岩崎 崇人 (3)

河津 竜一 (3)
梶原  剛 (3)

開催地 熊本市
熊本市立清水中学校
長野  寛・増田 市子

○島崎 雅臣 (3)
吉村 伸行 {3)

日村 一義 (3)岡村 博一 (3)堀 □ 修一 (3)
梅田  亮 (3)穴見  隆 (3)
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女子団体出場選手名簿

プロック
名
都道府
県 名
学
監'

校   名
督・マネージャー名

選 手 名 ○印 主将

北海道

北海道
旭川市立神居古渾中学校

中村 光生・斎藤 裕子
○ 西谷 慶子 (3)
長原 美幸 (2)

竹村美由紀 (2)
十  陽子 (1)

渡辺 綾子 (2)
渡辺  唯 (1)

北海道
日高町立日高中学校
小野田雅一 。和田陽子

○菅原奈穂子 (3)杉原あゆ子 (3)岡村亜矢子 (3)
松原 智美 (3)馬場 聡子 (3)舘  朋子 (3)浜田 晃代 (3)

フに| 」ヒ

宮城県
聖ウルスラ学院中学校
片桐  勉・酒井 正彦

○庄子 絵美 (3)
千葉 園枝 (2)

早坂千代子 (3)
平島  文 (1)

理恵 (3)太田 裕子 (2)
梨香 (1)

庄子
後藤

青森県
弘前市立弘前一中学校
高屋  仁・高屋  梢

○中村 純子 (3)
工藤 直子 (2)

館山 明子 (3)
大江 江利 (2)

赤石 淳子 (2)大坂 千尋 (2)
石田 良子 (2)

青森県
岩木町立津軽中学校
牧野 俊一 。木村 明美

○斎藤美奈子 (3)
田沢和歌子 (2)

猪俣 貴子 (3)
成田 夕紀 (3)

鳴海 郷子 (3)玉田由香子 (2)
木村絵美子 (3)

関 東

東京都
○米倉加奈子 (3)
磯野 智子 (3)

中田 陽子 (3)
亀岡 千穂 (2)

尾形 静香 (3)内山 美樹 (3)
原  裕美 (1)

群馬県
前橋市立第一中学校
岸 由紀子・佐藤 貴子

○渡辺こず絵 (3)
稲村 美紀 (3)

中 麻衣子 (3)
北爪 紀子 (2)

田中 理恵 (3)谷本 未緒 (3)
八木久二子 (2)

神奈川県
横浜市立大綱中学校
菅野 幸雄・土屋 玲子

○金巻 輝子 (3)
西俣美保子 (3)

荏原佐知子 (3)
村木 志保 (3)

金輪麻衣子 (3)金子あや子 (3)
小川 志乃 (3)

埼玉県
鳩ケ谷市立里中学校
阿武 博子・横山 直美

○宮本 久美 (3)
後藤 久美 (3)

肥留間泳子 (3)篠塚
阿南 麗子 (3)藤林

厚子 (3)関口 悦代 (3)
由江 (3)

北信越

富山県
昌

金子 俊哉 佐竹 隆太
○山田
山田

末松 妙子 (3)加藤真知子 (2)
米丘 幸世 (2)

潤子 (3)大川 清美 (3)
青子 (2)池田 里美 (2)

富山県
○岸 ひろ子 (3)
青木 久枝 (3)

村上 和泉 (3)
堀田恵美子 (2)

薫 (3)沢村 暁子 (3)
里実 (3)

松下
碓井

東 海
三重県
小俣町立小俣中学校
高林  寿 。伊豆 土子

○水井ちさと (3)
宮本 恵江 (2)

石井 美規 (3)
石井留美子 (2)

藤原 加織 (3)奥村あけみ (2)
中川  淳 (2)

三重県
二見町立二見中学校
世古 和弘・西 麻美子

○阪本 恵理 (3)中村 百恵 (3)里田 栄子 (3)
北村 恵理 (3)薮木 沙織 (2)中野 秀美 (2)

池田  愛 (3)

近 畿

大阪府
四條畷学園中学校
杉田 忠邦 。仲尾 信一

○市橋 美紀 (3)
市橋 理恵 (2)

小川 智世 (3)
水上 実希 (2)

橋本 幸恵 (3)鬼頭 加代 (3)
柳本久美子 (1)

奈良県
大和高田市立高田西中学校

山田 雅三 。東  朱美
○渡辺未奈子 (3)
中尾 章子 (3)

足高 紘未 (3)石崎
中村このみ (2)山 谷

美穂 (3)松村 有紀 (3)
照子 (2)

大阪府
大阪市立瓜破西中学校
野口 照夫・半田 有紀

○平田 美奈 (3)梶原 英子
薦田 朋美 (2)芳村真梨子

(3)山 名 理代 (3)三枝 幸恵 (3)
(2)田 中 裕子 (2)

中 国
岡山県
岡山市立岡北中学校
岡本 次郎・霜山 瑞穂

○安藤 直美 (3)須々木 恵 (3)
加藤 美香 (2)伏見 陽子 (2)

浜田恵理子 (3)雄龍あゆみ (3)
赤松みどり (2)

鳥取県
米子市立美保中学校
山下 幸夫・熊谷  朗

○藤澤 志穂 (3)
門脇しのぶ (3)

松本恵里子 (3)秋吉
山口麻衣子 (2)武良

由美 (3)木村 圭子 (3)
明子 (2)

四 [I、]

香川県
香川町立香川第一中学校
新 健二・高木由佳理

中山真理子 (3)十河
川田 真実 (2)徳永

智子 (3)水野 流美 (3)
綾子 (1)

○徳永
吉川
郁子 (3)
玲奈 (2)

徳島県
徳島市立徳島中学校
金森映人 。天野真由美

赤岩 幸子 (3)
岡本亜耶子 (1)

坂本 美幸 (2)堤  あずさ (2)
勝瀬 瑠美 (1)

○宮本
石井
真希 (3)
愛子 (1)

九 州

熊本県
熊本市立東町中学校
田原幹資。大久保直子

○毛利由紀子 (3)
片山希美子 (2)

松島奈穂美 (3)西  ルミ (3)宮崎 祐子 (3)
秋月 理沙 (2)野原志津子 (2)

熊本県
熊本市立京陵中学校
山本斎子・富田久美子

本田 愛科 (2)平田あゆ美 (2)
石井沙百合 (1)

○原田いずみ (3)
東 美登里 (2)

川添
洲鎌
忍 (3)
靖子 (2)

大分県
日田市立三隈中学校
西胤 英明

操 (3)梶原 景子 (2)
子 (1)

○ 辻

中村

亜希子 (3)長谷部裕子 (3)木村  i
絢 (2)蒲池 尚美 (2)辻 紀代

開催地 熊本市
熊本市立西山中学校
山本 恵美・古閑 景子

瞳 (3)古庄 美香 (3)○松本 幸子 (3)
赤松佳朱子 (2)

上田 佳奈 (3)福田
山木富紅子 (1)
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立川市立立川第八中学校
渡辺 重己。中川 史子

上市町立上市中学校
岡田 哲男・橋場 克代



男子個人出場選手名簿

ッ

″
「

ロプ

ク
都道府
県 名
学
監督

校
・マネージャー

名
名
選手名 (単 )

プロッ
ク 名
都道府
県 名

校
・マネージャー

名
名

学
監督

選手名 (複 )

北海道

北海道
旭川市立神居古渾中学校
中村光生 。斎藤裕子

一宮 孝一 (3)
北海道

北海道
旭川市立神居古渾中学校
中村光生・斎藤裕子

今西 隆浩 (3)
馬木 智一 (2)

北海道
旭川市立永山中学校
大西岩夫・菅原敦史

伊藤 章芳 (3) 北海道
滝川市立江陵中学校
金子総一郎。若松重義

田村 成資 (3)
奥山 幸一 (3)

東 北

青森県
弘前市立弘前一中学校
高屋 仁 。工藤真澄 山口 将治 (3)

東 北

青森県
弘前市立弘前一中学校
高屋 仁 。工藤真澄

蒔苗  淳 (3)
加藤 弘幸 (3)

青森県
弘前市立弘前一中学校
高屋 仁・ 工藤真澄 瓜田  淳 (3) 青森県

弘前市立弘前一中
高屋 仁 。工藤

学校
真澄
船山 和也 (3)
竹内 大輔 (3)

福島県
北塩原村立裏磐梯中学校
宇南山忠明・高橋範央

小椋 隆行 (3) 福島県
仙台市立五橋中学校
高橋睦子・浅野浩司

後藤  尚 (3)

太田 英徳 (3)

関 東

埼玉県
川島町立川島中学校
名倉康弘 。佐藤明彦

弓削 信隆 (3)

関 東

埼玉県
松伏町立松伏中学校
秋山和夫・近藤 崇

大舘 靖就 (3)
新井陽一郎 (3)

茨城県
名 渓 学 園 中 学 校
黒澤紀久 。松田有一

小崎 貴行 (3) 埼玉県
北本市立東中学校
高柳宏之・尾花美紀

清元 敬吾 (3)
清元 亮太 (3)

東京都
文京区立文林中学校
宮本貴史 。大塚 学 中村健一郎 (3) 千葉県

習志野市立第二中学校
吉田俊弘 。梶原雅弘

西川 和成 (3)
池田 哲徳 (3)

埼玉県
浦和市立東浦和中学校
大久保富士世。早川 祐 山田 英孝 (3) 栃木県

小山市立小山城南中学校
小松原唯弘・石下福威

下鳥 洋樹 (3)
高嶋  進 (3)

北信越

富山県
高岡市立志貴野中学校
芳田三輪子・辻 秀志 神谷 仁士 (3)

北信越

富山県
上市町立
岡田哲男

上市中学校
・萩中友和

松嘉 勇輔 (3)
宮本 和宏 (3)

石川県
津幡町立津幡中学校
亀田 修 。石田幸司 津田光一郎 (3) 石川県

美川町立美川中学校
水内 浩。愛多地康夫

吉井  剛 (3)
石崎 直樹 (3)

東 海
愛知県
大阪府立大府中学校
飯村順一 。浜島式孝

杉戸 聡之 (3)
東 海
二重県
小俣町立小俣中学校
松田 健 。伊豆土子

坂
松本
真和
徹
(3)

(2)

岐阜県
笠松町立笠
岩田親典・

松中学校
村田純子

上原 友和 (3) 愛知県
大府市立大府西中学
大川利哉・吉川武

校
=L 田

竹内
二反
淳次
貴幸

(3)

(3)

近 畿

大阪府
四條畷学園中学
仲尾信一 。杉田忠

校
チ「
奥井 則昭 (3)

近 畿

滋賀県
大津市立北大路中学校
西岡 宏 。大園英明

百田
尾山
憲和 (3)
康史 (3)

大阪府
四條畷学園中学校
仲尾信一 。杉田忠邦

木村  寛 (3) 奈良県
正 強 中 学 校
吉村禎訓

岡田 光哉 (3)
高山 洋平 (3)

奈良県
正 強 中 学 校
吉村禎訓

荒木 直人 (3) 大阪府
柏原市立国分中学校
尾川勝彦・勝川貴史

平田 有児 (3)
中島 高幸 (3)

中 国
山口県
下松市立末武中学校
武居由希彦。長嶺 宙 増田 敏雄 (3)

中 国
岡山県

学校
九
~

岡山市立岡北中
岡本次郎・平田

楢原 功士 (3)
三宅 恭介 (3)

鳥取県 山口県
下関市立垢田中学校
塩谷安宣 。杉山 覚

山田  潤 (3)
宮崎 宏志 (3)

四 国
香川県
高松市立桜町中学校
大西克和

野口  進 (3)
四 国
香川県
香川町立香川第一中学校
北川幸子・篠原朋生

瀧  裕明 (3)
栗原 大介 (3)

香川県
高松市立玉藻中学校
鈴木俊彦

谷川 博紀 (3) 香川県
高松市立木太中学校
中浦将治

佐々木誠司
宮本 秀慶

(3)

(3)

九 州

福岡県
岡垣町立岡垣中学校
中尾真己都。麻尾徳子

川合 大咲 (3)

九 州

熊本県
明中学校
植野由貴

岱明町立岱
員田晴美・

田上 尚寛 (3)
田上  修 (3)

熊本県
岱明町立岱明中学校
員田晴美・植野由貴

田上 良治 (2) 熊本県
熊本市立清水中学校
長野 寛 。近藤敏捷

日村 一義 (3)
岡村 博― (3)

熊本県
八代市立第 2中 学校
徳永禎男・ 村崎孝文

川崎 大造 (2) 熊本県
岱明町立岱明中学校
員田晴美・ 植野由貴

田崎誠一郎 (3)
池端  修 (3)

開催地 熊本市
熊本市立桜山中学校
川上承子 。田中友紀

櫛野 大輔 (3) 開催地 熊本市 熊本市立楠中学校
尾崎潔久・農中 強

甲斐 竜也 (3)
野中 康一 (3)
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女子個人出場選手名簿

プロッ
ク 名
都道府
県 名
学
監

校
督●マネージャー

名
名
選手名 (単 )

ッ
ル
●

プ

ク
都道府
県 名
学
監督

校
●マネージャー

名
名
選手名 (複 )

北海道

北海道
旭川市立神居古渾中学校
中村光生・ 斎藤裕子

竹村美裕紀 (2)

北海道

北海道
砂川市立砂川中学校
舛甚和俊。田中江理子

遠藤梨枝子 (3)
大西 清子 (3)

北海道
旭川町立忠和中学校
千葉光枝 。宮島由美

田村 裕美 (3) 北海道
日高町立日高中学校
小野田雅一。安田 由

杉原あゆ子 (3)
岡村亜矢子 (3)

東 北

宮城県
聖ウルスラ学院中学校
片桐 勉・ 酒井正彦 庄子 絵美 (3)

東 北

宮城県
聖ウルスラ学院中学校
片桐 勉・ 酒井正彦

太田 裕子 (2)
千葉 園枝 (2)

宮城県
仙台市立袋原中学校
若生正弘・ 加藤みち

畑山加奈子 (3) 青森県
弘前市立弘前一中学校
高屋 仁 。高屋 梢

中村 純子 (3)
工藤 直子 (2)

宮城県
塩釜市立玉川中学校
小島澄子

牛渡 初美 (3) 青森県
岩木町立津軽中学校
牧野俊―・ 木村明美

斉藤美奈子 (3)
猪俣 貴子 (3)

関 東

東京都
立川市立立川第八中学校
渡辺重己・ 中川史子

米倉加奈子 (3)

関 東

茨城県
石岡市立国府中学校
国井 徹・鈴木久美子

高木 志穂 (3)
田口由里子 (3)

群馬県
桐
石
生市立北中学校
川幸平。国松由布子

亀山 貴代 (3) 神奈川
横浜市立大綱中学校
菅野幸雄・ 土屋玲子

金巻 輝子 (3)
荏原佐知子 (3)

群馬県
前橋市立前橋一中学校
岸 由紀子・佐藤貴子 渡辺こず絵 (3) 栃木県

宇都宮市立鬼怒中学校
岩本洋二 。杉山美樹

大塚 久美 (3)
小宅 弘美 (3)

栃木県
宇都宮市立陽北中学校
横松盛人・青柳智之

普津沢暁子 (3) 千葉県
市川市立第六中学校
宮田 修 。中山則子

岩田留美子 (3)
猪狩 紀子 (3)

北信越

富山県
富山市立奥田中学校
金子俊哉 。佐竹隆太

山田 潤子 (3)
北信越

富山県
富山市立奥田中学校
金子俊哉・佐竹隆太

加藤真知子 (2)
山田 青子 (2)

石川県
美川町立美川中学校
水内 浩・松田美希子 吉田 恵美 (3) 富山県

上市町立上市中学校
岡田哲男・橋場克代

岸 ひろ子 (3)
村上 和泉 (3)

東 海
二重県
二見町立二見中学校
世古和弘。西 麻美子 阪本 恵理 (3)

東 海

二重県
小俣町立小俣中学校
高林 寿 。伊豆土子

藤原 加織 (3)
奥村あけみ (2)

二重県
小俣町立小俣中学校
高林 寿・ 伊豆土子 水井ちさと (3) 岐阜県

笠松町立笠松中学校
岩田親典・ 村田純子

八木千寿恵 (2)
日加田志帆 (2)

近 畿

大阪府
四條畷学園中学校
杉田忠邦・ 仲尾信一

市橋 美紀 (3)

近 畿

奈良県
大和高田市立高田西中学校
山田雅三 。東 朱美

渡辺未奈子 (3)
(3)足高 紘未

大阪府
四條畷学園中学校
杉田忠邦 。仲尾信一

市橋 理恵 (2) 大阪府
四條畷学園中学校
杉田忠邦・ 仲尾信一

鬼頭 加代 (3)
水上 実希 (2)

滋賀県
大津市立日吉中学校
西松秀樹・ 木村美和

澤   緑 (3) 大阪府
大阪市立瓜破西中学校
野口照夫・ 梶原英子

平田 美奈 (3)
薦田 朋美 (2)

中 国
広島県
町立城 山北中学校
高木義仁・ 藤原真里

蔦  悠子 (3)
中 国
岡山県
岡山市立岡北中学校
岡本次郎・岸本明子

須々木 恵 (3)

浜田恵理子 (3)

岡山県
岡山市立岡北中学校
岡本次郎・ 岸本明子

加藤 美香 (2) 山□県
山口市立大殿中学校
徳本法子・ 河野葉子

宮原
脇
妙子 (3)

由子 (3)

四 国
香川県
香川町立香川第一中学校
新 健二・高木由佳理 吉川 玲奈 (2)

四 国
香川県

学校
佳理

香川町立香川第一中
新 健二・高木由

中山真理子 (3)
徳永 郁子 (3)

高知県
土 佐 女 子 中 学 校
門脇道夫・ 味元里恵

岡田 百枝 (3) 香川町立香川第一中学校
新 健二・高木由佳理

十河 智子 (3)
水野 流美 (3)

九 州

佐賀県
鳥栖市
豊田博
立田代中学校
司

田中 美保 (3)

九 州

日奈久町立日奈久中学校
板平忠親。高田佳世子

山下
中村
美幸 (3)
裕美 (3)

熊本県
鏡 町 立 鏡 中 学 校
渡辺幸男

寺本 知代 (3) 熊本県
熊本市立西山中学校
山本恵美。赤松佳朱子

上 田 (3

(3

佳奈
瞳福 田

)

)

福岡県
福岡市立三宅中学校
水澤千晶・立花梨枝

船越千恵子 (3) 佐賀県
大和町立大和中学校
江上義人・ 池田素子

北島 真樹
武富いず美

(3)

(3)

開催地 熊本市
熊本市立京陵中学校
山本斎子・富田久美子

本田 愛科 (2) 開催地 熊本市
熊本市立京陵中学校
山本斎子・富田久美子

洲鎌 靖子 (2)
東 美登里 (2)
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香川県

熊本県



栄 光 の 記 録

第 1回  東京都 (1971)

第 2回 名古屋市 (1972)

第 3回 宇都宮市 (1973)

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県
監  督  名
マネ ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県
監  督  名
マネージャ名

都 道 府 県

男

　

　

子

団

　

　

体

滋   賀   県
西 橋 義 仁

井 上 初 雄

西 村 金 治

小 野   洋
平 尾 光 彦

清 水 正 和

丸 岡 俊 治
広 瀬 克 美

福   井   県 岡 本 昌 幸

長谷‖1 博 幸
増 田 勝 三

吉 沢 豊 ―

西 片   将
坂 口 輝 男
後 藤 政 治

奈

富

良

山

県

県

女

　

　

　

子

団

　

　

　

体

大   阪   府
渡 辺 真規子

杉 田 忠 邦

瀬 野
山 下
広 瀬
山 本
植 野
秋 本

清 美
美恵子

順 子
邦 子
恵美子

美津子

新   潟   県
遠 藤 武 也

後 藤 和 子

道 端 恵美子
藤 田 美智子
池 田 信 子

落 田 陽 子

前 田 恵 美

落 田 典 子

岡

富

山

山

県

県

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県
監  督  名
マネ~ン ヤ名

選 手 名 都 道 府 県
監  督  名
マネ~ン ヤ名

選 手 名 都 道 府 県

男

　

　

　

子

団

　

．

体

奈   良   県
木 村   寛

上 田 耕 作

巻 井 善 雄
堀 切 健 美

吉 岡 伸 浩
岡 田 和 夫

小 倉 久 和

平 山 公 洋

石   りll  県
森 り|1   徹

高 田 郎

牧 野   裕
大 P5 利 昭
酒 井 直 人

西 り|1 慎 ―
岡 田 常 雄
山 下 教 明

福

熊

井

本

県

県

女

　

　

子

団
　
　
　
体

大   阪   府
杉 田 忠 邦

佐 薔 嬉 子

櫨 野 恵美子
秋 本 美津子
山 本 邦 子

河 村 裕 子

北 村 寿弥子
石 ′|1 好 子

奈   良   県
本 島 敬 博

里 美 多 聞

滋

東

賀

示

県

都

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県
監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県
監  督  名
マネーンャ名

選 手 名 都 道 府 県

男

　

　

　

子

団

　

　

　

体

滋   賀   県
森 田 紀 嗣

木 村 孝 英

寺 本   昇
山 田 力 男

北 橋   進
山之内   徹
山 岡 清 秀

西 山 博 司

栃   木   県
塚 原 紀 子

杉 山 すみ子

猪 瀬 博 明

水野谷   厚
鯨     泰
佐 通   茂
船 生 芳 男

山 口 浩 ―

奈    良    県

兵    庫    県

女

　

　

子

団

　

　

体

滋   賀   県
飯 田 照 男

中 川1 朋 子

小 西
川 崎
黒 岩
岡 本
柴 田
三 上

紀代子

泉

正 子
久 子
真 弓
孝 子

東   京   都
平 田 登志郎

池 田 昌 道

徳 永
水 野
流
加 藤
寺 島

順 子
ふみ子

加代子

幸 子
由紀子

長谷川 佳 子

潟

井

県

県
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岩 井 史 子 |

中 西 利 子 |

吉 谷 育 子 |

奥 谷 尋 子 |

西 りll 由賀里 |

桐 山 崚 子
|

新

福



第 4回 東京都 (1974)

第 5回 東京都 (1975)

第 6回 仙台市 (1976)

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県
監  督  名
マネ ー ジ ャ名

選 手 名 都 道 府 県
監  督  名
マネージャ名

選 手 名 都 道 府 県

男

　

　

　

子

団

　

　

体

滋   賀   県
藤 原 健 ニ

森 田 紀 目

西 山 博 司
矢 部 忠 司
吉 田 繁 喜

西 岡   宏
山 田 和 樹

宇 野 垣 和

福   井   県
岡 田 政 幸

富 田 貝1 子

上 田 政 広

玉 村 琢 ニ

前 川1 勇 一
海 道 昌 孝

大 阪 哲 嗣

武 田 幸 ―

埼

福

玉    県

岡    県

女

　

　

　

子

団

　

　

　

体

大   阪   府
杉 田 忠 邦

渡 辺 真規子

河 村 茂 美

阿 部 俊 子

馬 場 恭 子

平   久美子
陳   福 輝
金 子 房 子

熊   本   県

野之口 清 介

広 瀬 邦 照

野 中 弘 美

相 良 裕 美

中 村 美世子
高 松 久仁子
原 口 恵 子
河 内 まゆみ

福    井    県

富    山    県

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県
監  督
マネージャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

監 督
マネージャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

男

　

　

　

子

団

　

　

　

体

熊   本   県
長 野   寛

本 石 幸 ―

本 石 俊 徳

舞 鴨 庄 蔵

酒 井 正 彦

甲 斐 秀 敏

鎌ケ泊 一 生
二 次 圭 介

滋   賀   県
高 精

徳 谷

茂

正

滝 りll   正
桑 野   至
宮 本   弘
岩 坂 ― 弥

中 り|1 晴 司
保 村 正 浩

奈

埼

良

玉

県

県

女

　

　

子

団

　

　

体

熊   本   県
野之口 清 介

山 本 義 人

高 松 久仁子
原 口 恵 子
川 添 安 代
相 良 裕 美

高 峰 彩 子

松 末 嘉代子

北   海   道
袴 田 鉄 美

西 森 幹 彦

小 塚 理 世

児 玉 和 美

中 村 悦 子

柳 沼 瑞 代

佐 藤 朱 美

高 松 みどり

大

福

阪    府

井    県

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県
監  督
マネージャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

監  督
マネーンャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

男

　

　

　

子

団

　

　

体

熊   本   県
長 野   寛

加 藤 泰 憲

権 藤 浩 ニ

原 口 好 弘
村 岡 泰 彦
二 次 圭 介

村 上 英 介
井 上 哲 章

栃   本   県
斉 藤   倍

上 弥 充 雄

馬 場 良 浩
尾 田 史 明

小野口   正
高 橋 安 則

赤 羽 利 幸

坂 本 幸 夫

宮

奈

城

良

県

県

女

　

　

　

子

団

　

　

　

体

滋   賀   県
飯 田 照 男

久 保 明 雄

西 村 美千代
青 山 寿 美

高 崎 敏 子

岩 見 洋 子

倉 見 安 世

磯 野 恵理子

大   阪   府
杉 田 忠 邦

水 井 良 平

北 田
松 田

大 関
植 田
田 中
山 口

スミ子
全 代
恵津子
日出子

かをる

典 子

熊

埼

本

玉

県

県
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第 7回 伊勢市 (1977)

第 8回 名古屋市 (1978)

第 9回 神戸市 (1977)

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県
監  督  名
マネ ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県
監 督
マネ~ン ャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

男

　

　

子

団

　

　

　

体

熊   本   県
芦 原 健 身

長 野   寛

高 木 裕 ニ

井 上 哲 章
境   圭 ―
松 川1 和 裕
丸 山   隆
本 石 大 介

栃   木   県
塚 原 紀 子

水 沼   宏

大 島 正 志

大 堀   円
石 下   稔
鈴 木 純 ―

猪 瀬 和 己

上 野 洋 ニ

神  奈  りll  県

埼    玉    県

女

　

　

　

子

団

　

　

　

体

熊   本   県
野之口 清 介

中 田 秀 夫

高 峰
松 永
森 本
志 水
陣 内
中 村

和 子
嘉代子

美佐子

さとみ

貴美子

由 美

北   海   道
袴 田 鉄 美

西 森 幹 彦

高 橋 と み
佐 藤 啓 子

藤 永 由 香

西 岡 孝 子

松 山 早 苗

佐々木 久 江

滋

香

賀    県

"1   
県

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県
監  督
マネ~ン ヤ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

監  督  名
マネー ジャ名

選 手  名 都 道 府 県

男

　

　

　

子

団
　
　
　
・体

神  奈  り|1 県
須 田 兼二郎

鹿 内 利 保

杉 山 文 則
豊 田   裕
奈 良 秀 行
上 床 宣 孝

平 野   渉
中 村   泉

熊   本   県
長 野   寛

今 村 孝 利

伊 藤 幸 男
福 田 和 幸

東   俊 郎
山 口 浩 二
田 中 幸 男
三 沢 英 昭

栃

埼

木    県

玉    県

女

　

　

　

子

熊   本   県
野之口 清 介

芦 原 健 身

陣 内 貴美子
橋 口 潤 子
― 村 由 美

井 村 由 美

森 山 弘 美

高 峰 尚 子

神  奈  りII 県
須 田 兼二郎

鹿 内 利 保

金 子 直
松 岡 典
大 岩 弘
大 竹 真紀
熊 沢 加代
屋   代利

枝

子

枝

子

子

子

大

埼

阪

王

府

県

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県
監  督  名
マネ~ン ャ名 都 道 府 県

男

　

　

　

子

団

　

　

　

体

大   阪   府
山 口

中 田

健 次

守

前 り|1 正 貝||
杉 本 吉 男
見 市 昌 弘
福 田   誠
村 上   勲
鶴 岡 真 吾

茨   城   県
神 立 喜 文

小 島 夫

江 原   均
朝 香   学
森   昭 弘
大 輪 敏 弘

武 藤 義 教
横 尾 宣 幸

栃

新

木

潟

県

県

女

　

　

　

子

団

　

　

　

体

熊   本   県
芦 原 健 身

後 藤 早 苗

森 山 弘 美

高 峰 尚 子
二 田 純 子
上 村 美 香
大 島 みどり
平 山 真由美

大   阪   府
杉 田 忠 邦

北 村 寿弥子

松 田 太嘉子
押 切 美 喜
石 井 美 澄

鴻 原 春 美

埼

神

玉    県

奈  り|1  県
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第 10回  熊本市 (1980)

第 11回  奈良市 (1981)

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネージャ名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネージャ名

選 手 名 都 道 府 県
選     手

学 校 名

名

男

子

団

　

　

　

体

東 京 都

目布 市 立 第 四 中
福 山 松 良

福 田 昭 典
瀬 木 啓 之

本 り|1 伸 逸
谷   竜 次
正 岡 幹 夫

藤 沢   哲

埼 玉 県

越谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝

猪 俣 祐 ニ

藤 咲 勇 一

大 島 博 昭
長 内 裕 ―

杉 浦 雅 之

中 島 次 郎

静

東

相

井

岡   県

伊

福

市 立 南 中

井   県

市 立 成 和 中

単

大 阪 府

四 條 ■ 学 目 中

杉 山 忠 邦 見 市 昌 弘

熊 本 県

八代 市 立 第 二 中

北 村 栄―郎 川 本 英 明

埼 玉 県
越 谷 市 立 栄 進 中

大 阪 府
四 條 ■ 学 口 中

薔 咲 栄 ―

福 田  餞

複

熊 本 県

玉名 市 立 玉 陵 中

新 居   健
二 次 英 昭

野 村 伸 郎

熊 本 県

熊本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子

松 ′|1 稔 巳

福 田 洋 介

茨 城 県
阿 見 町 立 朝 日 中

奈 良 県
奈 良 市 立 春 日 中

山ノ内 政 和
中 村 雅 俊
‖l 井 健 司
小 野 満 哲

女

子

団

　

　

体

熊 本 県

熊本信愛女学院中

兼 子 春 美

上 村 美 香

東 山   薫
平 井 真由美
青 木 きみよ
山 田 美 紀

佐 藤 由美子

大 阪 府

四 條 ■ 学 口 中

杉 田 忠 邦

鴻 原 春 英

末 房 政 美

新 木 貴 子

原 田 いずみ
荒 井 桂 子

市 ,|1   後

埼  玉  県

川 口 市 立 芝 中

書 ‖l県

香 川 町 立 薔 川 第 一 中

単

熊 本 県

熊本信愛女学院中

兼 子 春 美 上 村 美 香

香 川1 県

高松 市 立 ― 宮 中

笹 村 恵 子 中 川1 富美子
四

四

大

條

大

條

阪

畷 学

府

園

府

目

中

中畷 学

原 田 いずみ

鴻 原 春 美

複

熊 本 県

熊本信愛女学院中

兼 子 春 美
青 木 きよみ

平 井 真由美

香 夕|1 県

香川町立香川第一中

新 健

平 井 美代子

田 中 美 幸

栃 木 県
今 市 市 立 今 市 中
岡 山 県

笹 岡 市 立 自石 中

須 藤 千代子
細 井 礼 子

中 りll 史 子
山 川 奈 緒

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネージャ名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネーンヤ名

選 手 名 都 道 府 県
選     手

学 校 名

名

男

子

団

　

　

　

体

熊 本 県

熊本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子

勝 木 俊 夫

鶴 り|1 直 行
林   謙 ―
山 下 豊 彦

阿久根 哲 也
藤 村 春 文

北 海 道

滝川 市 立 江 陵 中

若 松 菫 義

佐 藤 広 志

佐 藤 智 雄

中 居 靖 人

中 り|1 豊 明
西     学
松 浦 良 紀

埼  玉  県

越 谷 市 立 栄 進 中

神  奈  lll 県

横 浜 市 立 戸 塚 中

単

熊 本 県

熊本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子 林   饉
東 京 都

北 区 立 神 谷 中

杉 村 克 之 黒 沢  武

青 森 県
大 鰐 町 立 大 鰐 中
大 阪 府
四 條 ■ 学 目 中 江

戸

藤

英  樹

裕 樹

複

熊 本 県

熊本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子

鶴 田 直 行

山 下 豊 彦

埼 玉 県

鳩 ケ谷 市 立 里 中

峰 岸 早 苗

松 元 功 ―

福 田 和 浩

相 井 県
福 井 市 立 成 和 中

栃 木 県
今 市 市 立 今 市 中

坂 田 智 洋

芦 井 隆 俊

柴 田 直 美

石 り|1   勉

女

子

団

　

　

体

大 阪 府

四 條 E学 目 中
杉 田 忠 邦

新 木 貴 子

和 泉 昌 子

片 岡 明 子

市 り11   綾
今 村   薫
馬 場   環

熊 本 県

熊本 市 立 出 水 中

吉 島 哲 哉

高 田 美 和

林   幸 枝
本 田 淳 子

米 津 ゆかり
清 水 尚 美
米 岡 有紀子

埼  玉  県

越 谷 市 立 栄 進 中

書  ,|1  県

香 川 町 立 香 川 第 一 中

単

熊 本 県

熊本信愛女学院中

兼 子 春 美 平 井 真由美
埼 玉 県

越 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝 今 野 裕 子

北 海 道
上砂川町立上砂川中

茨 城 県
明 野 町 立 明 野 中

徳 光 由美子

須 藤 早 苗

複

埼 玉 県

鳩 ケ谷 市 立 里 中

峰 岸 早 苗 今 野 裕 子

熊 本 県

熊本 市 立 出 水 中

吉 島 哲 哉

米 津 ゆかリ

林   幸 校

大 阪 府
四 條 ■ 学 目 中

北 海 道
上砂川町立上砂川中

和 泉 口 子

今 村   薫
高 橋 可 奈
薔 原 利 江
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第 12回 新潟市 (1982)

第 13回 新庄市 (1983)

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ヤ名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監 督
マネ~ン ャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県 ・ 学 校 名

選    手    名

男

子

団

　

　

体

福 井 県

福井 市 立 光 陽 中

江 岸   徹

佐 藤 輝 行
提   清 史
田 中 幹 男

水 野 勝 年
大 林 宏 次

高 橋 和 男
佐 竹 武 夫

埼 玉 県

越 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝

石 橋   隆
村 沢 寛 幸

大 島 憲 児

藤 坂 恒 志

藤 村 裕 之

水 谷 浩 幸

山 内 一 志

神  奈  サ|1 県

横 浜 市 立 戸 塚 中

大  阪  府

四 條 畷 学 園 中

単

埼 玉 県

越 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝 石 橋   隆
熊 本 県

長洲 町 立 長 洲 中

高 木 英俊郎 浜 北 和 彦

東 京 都
立川市立立川第八中
大 阪 府
四 條 畷 学 園 中

加 藤 正 裕

早 戸 敬 雄

複

埼 玉 県

戸 田 市 立 戸 田 中

永 田 正 彦

生井沢 勝 美

立 本 敬 人

福 井 県

福井 市 立 光 陽 中

江 岸   徹
提   清 忠

田 中 幹 男

茨 城 県
石 岡 市 立 石 岡 中

東 京 都

小 室 浩 之

緑 り|1   月1
平 野 信 治

渡 辺 正 司

女

子

団

　

　

体

茨 城 県

明野 町 立 明 野 中
小 島 一 夫

関   富 子
古宇田 八重子
木住野 かおる
本 格 優 子
坂 入 律 子

坂 入 悦 子
松 本 啓 子

熊 本 県

菊池市立菊池南中

西 村 亮 子

中 原
田 代
安 達
毛 利
田 村
岩 男
河 津

紀代

美智

優

千

葉理

徳

美奈

美

代

子

秋

子

子

子

神

浜

新

潟

奈  り|1 県

横

新

市 立 戸 塚 中

潟

立

県

市 関 屋 中

単

茨 城 県

明野 町 立 明 野 中

小 島 一 夫 木住野 かおる
熊 本 県

菊池市立菊池北中

緒 方 美保子 田 島 志 乃

熊 本 県
熊本信愛女学院中

神 奈 川 県

横 浜 市 立 戸 塚 中

佐 藤 由美子

牧 畑 里 佳

複

香 り|1 県

香川町立香川第一中

新 健

山 本 知 美

塩 田 美佐子

埼 玉 県

越谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝
岡 井 裕 子

和 田 陽 子

新

愛

新

潟 市

愛

知

潟 県
立 関 屋 中

知 県
淑 徳 中

小 池
藤 井
六 郷
伊 藤

由扶子

裕 絵
由 香
千 恵

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県
選     手

学 校 名

名

男

子

団

　

　

　

体

熊 本 県

熊本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子

紙 谷 高 志

久 住   猛
小 本 義 久

小 本 秀 男

歌 津 減 也

中 村 伸 也

= 
永   大

茨 城 県

明野 町 立 明 野 中

小 島 夫

大 吉 晴 夫

島 田 孝 ニ

大和田   勉
木 村   猛
杉 山 善 治

島 田   聡
直 井 恒 ―

埼 玉  県

立 戸 田 中

玉  県

立 栄 進 中

戸 田 市

埼

越 谷 市

単

京 都 府

ヴ ィ ア ト ー ル

学 園 洛 星 中

上 杉 光 弥 三 角 典 生

栃 本 県

今市 市 立 今 市 中

斉 藤 康 明 大 幅   均

北 海
旭 川 市 立

熊 本
熊 本 市 立

道

嵐 山 中
県

出 水 中

三 船 昌 晴

畑 野 宏 幸

複

熊 本 県

熊本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子

紙

久

谷 高 志

住   猛

北 海 道

滝川 市 立 江 陵 中

若 松 重 義

谷 口 久 永

林 秀

薫

阿

新

市
茨

見 市

潟

城

県

薫

県

阿 見

中

中

梅 田  毅
田 中 忠 夫
結 束 雄 二

堀之内   滋

女

子

団

　

　

体

茨 城 県

明野 町 立 明 野 中

小 島 一 夫

平 塚 康 愛

松 本 啓 子

赤 城 ひとみ
坂 入 直 美

大久保 典 江
関   裕 子
穂 積 千 草

熊 本 県

熊 本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利

西 沢 紀代美
渡 辺 喜美子
林   美 布
内 田 美奈子
津 下 郁 恵

戸 泉 和加子
自 畑 美 和

茨  城  県

石 岡 市 立 石 岡 中

北  海  道

上 砂 川 町 立 上 砂 川 中

単

熊 本 県

熊本 市 立 帯 山 中

吉 田 三恵子 松 尾 知 美
青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 屋   仁 上 明 子

茨 城 県
明 野 町 立 明 野 中

岡 山 県
備 前 市 立 備 前 中

松 本 啓 子

西 林 昭 子

複

熊 本 県

菊池市立菊池南中

西 村 亮 子

安 違 優 子

毛 利 千 秋

熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利

西 沢 紀代美

林   美 布

千 葉 県
長 柄 町 立 昭 栄 中
滋 賀 県

草 津 市 立 草 津 中

村 上 文 江

行 方 紀 子
田 中 美 和

"1 
村 格 子
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第 14回  大阪市 (1984)

第 15回 登別市 (1985)

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ヤ名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネージャ名

選 手 名 都 道 府 県
選     手

学 校 名
名

男

子

団

　

　

体

埼 玉 県

越 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝

岡 本 英 基

石 井   隆
大 畑 昭 ―

田 口 勝 彦
関 根 英 勝

小屋町 昭 裕
須 賀 隆 弘

栃 木 県

小山市立小山第二中

大根田 康 子

秋 津 玲 時

斉 藤 佳 晴

平 野 泰 宏

佐 賀 史 昭
江 連 忠 雄

大 塚 ― 幸
田 中   匡

富  山  県

上 市 町 立 上 市 中

」ヒ  海  道

滝 川 市 立 江 陵 中

単

奈 良 県

奈良 市 立 二 名 中

山 口 純 子 中 橋 ― 晃
熊 本 県

岱 明 町 立 岱 明 中

高 峯 彰 子 高 村 誠 也

石 lll 県
宇ノ気町立宇ノ気中
滋 賀 県
大津市立皇子山中

小池田   薫

鈴 木 草麻生

複

栃 木 県

小山市立小山第二中

大根田 康 子
秋 津 玲 治

斉 藤 佳 晴

青 森 県

弘前市立弘前第一中

上 野 四 郎

小 野   武

山 本 秀 樹

越

埼

谷 市

石

玉

川

県

栄 進

県

中

七塚町立河北台中

石 井   隆
大 畑 昭 ―

大 塚 貴 康
田 丸 裕 ―

女

子

団

　

　

　

体

大 阪 府

四 條 畷 学 口 中

杉 田 忠 邦

」ヒ 川1 実 子
秋 り|1 貴 子
三ツ川 貴 子
南 里 泰 子
南 里 高 子

岩 田 良 子

荒 井 貝ll 子

青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 屋   仁

乳 井 智 秋
三 浦 美紀子
和 泉 美恵子
藤 田 範 子

佐  々 由美子
田 中 千 賀

倉 光 愛 美

埼 玉

立

本

立

県

越 谷 市 栄 進 中

県

熊 本 市 京 陵 中

単

埼 玉 県

越谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝 捧   匡 子
青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 屋   仁 乳 井 智 秋

大 阪 府
四 條 畷 学 園 中
熊 本 県
熊 本 市 立 京 陵 中

利 り|1 貴 子

戸 和 泉加子

複

熊 本 県

熊 本 市 立 楠 中

長 野   寛
江 良 智 子

工 藤 雅 代

大 阪 府

四 條 畷 学 園 中

杉 田 忠 邦

北 ′|1 実 子

三ツ‖l 貴 子

茨 城
石 岡 市 立

大 阪
大 阪 市 立

県

石 岡

府

旭 陽

中

中

塚 沢 昌 子

鬼 沢 絹 代

前 田 香 代

山 下 春 美

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監 督
マネーンャ

名
名
選 手 名 都 道 府 県

選     手
学 校 名

名

男

子

団

　

　

　

体

熊 本 県

岱明 町 立 岱 明 中

高 峯 彰 子

江 口 英 ニ

高 村 誠 也

境   恵 司
村 中 陽 介

西 村 竜 時

春 野 秀 信

牛 丸 哲 也

霜 上 和 宏

富 山 県

上市町立上市中

高 島 由 順

藤 縄 岳 志

池 田 真 明

高 橋 清 史

種   浩 章
長 原 昭 博

沢 田 淳 悦

沢 田 義 勝

境   淳 ―

北  海  道

滝 川 市 立 江 陵 中

埼  玉  県

越 谷 市 立 栄 進 中

単

熊 本 県

岱 明 町 立 岱 明 中

高 峯 彰 子 高 村 誠 也

」ヒ 海 道

陸別町立陸別中
根 岸 邦 昌 横 山   匠

奈 良
奈 良 市 立

青 森

県
二 名

県

中

弘前市立弘前第一中

中 橋

康

晃

智工 藤

複

青 森 県

弘前市立弘前第一中

山 内 時 治

加 藤 正 明

今   宣 仁

茨 城 県

明 野 町 立 明 野 中

神 立 喜 文

竹 内 文 規

物 井 哲 夫

青 森 県
弘前市立弘前第一中
熊 本 県

岱 明 町 立 岱 明 中

大 谷 知 昌

佐々木 正 文
西 村 竜 時

村 中 隅 介

女

子

団

　

　

　

体

熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利

後 藤 利 子

金 田 理 恵

林   美 枝
吉 岡 千恵子
高 木 菊 子

松 本 理 恵

小 原 康 代

本 田 顕 子

埼 玉 県

越 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝

海 野 かおり

船 津 佳 子

早 川1 恵美子
若 井 清 子

加 賀 ゆかリ
西 条 みゆき
白 井 ちかげ
山 口 幸 恵

大  阪  府

四 條 E学 口 中

栃  本  県

宇 都 宮 市 立 鬼 怒 中

単

熊 本 県

熊本 市 立 西 原 中

坂   為 清 宮 村 愛 子
熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利

吉 岡 徳 子
松 本 理 恵

山 梨
甲府市立甲

県

府北 中

道北
室 面 市

海

東 明 中

B 原 恵美子

三 上 直 子

複

熊 本 県

菊池市立菊池南中

萩 原 一 光

堀 井 尚 美

中 原 敬 子

甲 斐 美 和

埼 玉 県

越谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝

山 内 賢 春

船 津   勝

加 賀 ゆかり

北 海 道
陸 別 町 立 陸 別 中

兵 庫 県

加古川市立中都中

岩 崎 絵理子
田 中 範 子

吉 日 悦 子
三 浦 亜紀子
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第 16回 真岡市 (1986)

第 17回 春日井市 (1987)

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県
選     手

学 校 名
名

男

子

団

　

　

体

石 り|1 県

七塚町立河北台中

森 川l   徹

池 上 公 之

花   芳 秀
北 井   淳
紺 谷 幸 ―

越 野 史 郎

坂 野   靖
綾 瀬 寛 隆

中 村   勲

神 奈 川 県

横浜 市 立 金 沢 中

後 藤 秀 晴

藤 井 康 友

橋 本   用
鈴 木 昭 夫

市 野   透
窪 田   暁
根 本 貴 弘

松 田 幸 夫

高 森   敦

大

條

滋

津

阪  府

四

大

E学 園 中

賛  県

市 立 堅 田 中

単

大 阪 府

四 条 畷 学 園 中

仲 尾 信 小河原   崇
栃 木 県

宇都 宮 市 立 旭 中

黒 川1 雄 才 磯 部 和 弘

北 海 道
旭 川 市 立 広 陵 中
沖 縄 県

糸 満 市 立 三 和 中

古 川 英 樹

金 城   勉

複

石 り|1 県

宇ノ気町立宇ノ気中

野 り|1   徹
藤 島 浩 司

藤 森   隆

茨 城 県

明 野 町 立 明 野 中

神 立 喜 文

中 島 祐 ニ

飯 泉 哲 也

北 海 道
滝 川 市 立 江 餃 中
熊 本 県

岱 明 町 立 岱 明 中

末 村 利 彦

佐 藤 嘉 伸
田 上 厚 志

本 田 和 裕

女

子

団

　

　

　

体

香 川1 県

香川町立香川第一中

新

長

健

代尾 文

六 車 澄 子

古 田 幸 代

米 崎 由紀子
塩 田 恵理子
村 尾 佳 美

小 野 昌 子

百 相   美

栃 木 県

宇都宮市立鬼怒中

神 長 信 夫

塩 田 恵 美

高 岡
小 松
柳 田
佐々木

鈴 木
斉 藤
大久保

千 穂
隆 子
晃 代
紀 子
洋 子
忍

弘 美

大

條

熊

販  府

畷 学 園 中

本  県

熊 本 市 立 西 山 中

単

熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利 宮 村 愛 子

熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利 松 本 理 恵

大 阪 府
四 條 ■ 学 口 中

兵 庫 県
園 田 学 日 中

水 井 紀佐子

小 泉 友 紀

複

熊 本 県

熊本 市 立 西 山 中

畠 山   篤
松 田 j台  子

阪 本 雅 子

栃 木 県

宇都宮市立鬼怒中

神 長 信 夫
小 松 隆 子

鈴 木 洋 子

青 森 県
弘前市立弘前第一中
熊 本 県

熊 本 市 立 楠 中

溝 江 圭 美

尾 崎 由 美

松 本 真 子

緒 方 真 弓

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監 督
マネージャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監 督
マネ~ン ャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

選     手
学 校 名

名

男

子

団

　

　

体

石 り|1 県

高松 町 立 高 松 中

浅 野 外 志

金 津 真 禎

会 津   勲
竹 中 新 弥

大 多 晴 久

草 野 孝 司
柴 田 外次郎
西   孝 広
森   喜 朗

東 京 都

田無市立田無第一中

田 嶋   隆

三 浦   猛

松 野 真 ニ

柳 サ|1 正 紀
山 崎 武 志

野 口   聡
朝 田   勇
後 苺 琢 仁

後 藤 高 広

青  森  県

弘 前 市 立 弘 前 第 一 中

栃  木  県

宇 都 宮 市 立 旭 中

単

熊 本 県

岱 明 町 立 岱 明 中

中 村 浩 史 本 田 和 裕

熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利 岡 部 英 郎

北 海 道
旭川市立神居古渾中
埼 玉 県

越 谷 市 立 栄 進 中

馬 本 貴 之

関 根 靖 則

複

熊 本 県

岱 明 町 立 岱 明 中

中 村 浩 史

前 田 尚 史

池 端 和 枝

青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 屋   仁
山 口 英 二

福 士   誠

東 京 都
田無市立田無第一中
大 阪 府
柏原市立堅下北中

野 口   勉
朝 田   勇
書 多 真 吾
福 地 成 司

女

子

団

　

　

　

体

香 りll 県

香川町立香川第一中

新

長

健

代尾 文

平 木 祥 子
大 角 美 和

掏 沢 ゆ み

上 居 亜須香
富 田 美津校
村 瀬   香
河 北 奈津美

青 森 県

弘前市立弘前第一中

和 島 秀 美

福 士 亜紀子

花 田
工 藤
日 本
笹

相 馬
館 田
米 谷

薫

佳 子
朋 子
真由美

麻 美
賢 子
真智子

福  岡  県

岡 垣 町 立 田 垣 中

埼  玉  県

越 谷 市 立 栄 進 中

単

大 阪 府

四 條 畷 学 口 中

杉 田 忠 邦 玉 村 由 紀

大 阪 府

四 條 E学 園 中
杉 田 忠 邦 松 田 洋 子

青 森 県
弘前市立弘前第一中
熊 本 県

熊 本 市 立 西 山 中

米 谷 真智子

阪 本 雅 子

複

熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利
後 藤 利 子

渡 辺 真由美

香 ′|1 町

香川町立香川第一中

新 健

糊 沢 ゆ み

大 角 美 和

熊 本 県
熊本信愛女学院中
熊 本 県

菊 池 市 立 菊 池 中

‖1 添 美 奈
宇 野 香 織
足 立 和 泉

坂 本 佳寿子
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第 18回  盛岡市 (1988)

第 19回 山口市 (1989)

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネージャ名

選 手 名 都 道 府 県
学  校  名

監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県
選     手

学 校 名

名

男

子

団

　

　

　

体

東 京 都

田無市立田無第一中

田 嶋   隆

長谷‖1 英 慶

茂 野 博 起

長 岡 浩 之

増 田 直 樹

合 田 洋 平
山 浦 元 樹
上 橋 忠 幸

福 田 秀 雄

大 阪 府

四 條 騒 学 目 中

仲 尾 信 一

杉 田 忠 邦

西 り11 浩二郎
岸 田 健 作
増 田 哲 也
田 中 宏 和

斎 藤   俊
」ヒ リ|1   明
有 田 浩 史

単

福 岡 県

岡垣 町 立 岡 垣 中

山 本 義 充
千 葉 県

千 葉 市 立 山 王 中

福 本   順 太 田 慎 二
青 森 県
弘前市立弘前第一中
熊 本 県
岱 明 町 立 岱 明 中

沢 田 崇 文

福 茂

複

東 京 都

田無市立田無第一中

田 嶋   隆
茂 野 博 起

山 浦 元 樹

石 l:1 県

美 川 町 立 美 川 中

水 内   浩
石

本

本

田

明  男

暁 暢

奈 良 県
奈 良 市 立 二 名 中
茨 城 県
阿 見 町 立 阿 見 中

林 田   崇
小 谷 範 利

吉 岡 秀 樹
沼 尻 裕 昭

女

子

団

　

　

体

宮 城 県

聖ウルスラ学院中

片 桐   勉

小野寺 裕 美

橋 本 淳 子

高 橋   歩
窪 田   香
岡   加代子
林   千 加
山 田 裕 英

千 葉 あゆみ

栃 木 県

宇都宮市立鬼怒中

神 長 信 夫

古 橋 安紀子

大久保 裕 美
矢 後 かおり
斎 藤   忍
田 村 麻 里

塩 田 恵 美

村 上 恵 子

長谷川 菊 校

大  阪  府

四 條 ■ 学 日 中

書  り:1  県

香 川 町 立 香 川 第 一 中

単

青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 E   仁 米 谷 真智子
宮 崎 県

聖ウルスラ学院中

片 桐   勉 橋 本 淳 子

大 阪 府
囲 条 畷 学 口 中

熊 本 県
熊本市立鶴 ケ丘中

水 井 素 子

福 島 千 里

複

薔 り!1 県

香川町立薔川第一中

新 健

富 田 美津枝

村 瀬   香

富 山 県

富山 市 立 芝 目 中

陰 山 隅 子

河 口 奈緒美

下 村 絵 里

栃 木 県
宇都宮市立鬼怒中
大 阪 府
四 條 ■ 学 口 中

大久保 裕 美
斎 藤   忍
渡   由 記
杉 田 幡 子

種 目

優 勝 準    優    勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監 督
マネーンャ

名

名
選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県

選     手
学 校 名

名

男

子

団

　

　

　

体

青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 E   仁

時 苗   淳

戸 然   潤
三 上 伸 一

鈴 木 宏 章

蒔 苗   諄
工 藤 公世彦
佐 藤 善 盤

山 口 将 治

茨 城 県

伊奈町立伊奈東中

曰 井   徹

大久保 和 人

成 島 瑞 恵

小 竹 好 文

倉 持 敏 彦

美 晨 口 進
塩 入   清
猪 瀬 勝 也

文 随 正 和

大  阪  府

四 條 ■ 学 日 中

書  り::  県

香 川 町 立 香 川 第 ― 中

単

青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 屋

時 苗

仁

淳

戸 然   潤
長 崎 県

大村 市 立 玖 島 中

‖1 添   誠 片 岡 直 茂

茨 城 県
伊奈町立伊奈東中

千 葉 県
習志野市立第二中

成 島 瑞 恵

福 間 豪

複

仲 尾 信

杉 田 忠 邦

有 田 浩 史

斉 藤   俊

佐 賀 県

山内町立山内中

吉 田 俊 明

田 崎 秀 和

大 宅 正 樹

山 下 新 郎

青 森 県
弘前市立弘前第一中

埼 玉 県
川 口 市 立 北 中

時 苗   亮
鈴 木 宏 章

前 内 将 人

五十嵐 豊 晴

女

子

団

　

　

体

熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

西 原 憲 児

東 里 英

宮 村 亜貴子
大 串 朱 美

谷 岡 美 保

原 野 美 紀

松 浦   幸
‖1 添   忍
浦 田 明 子

大 阪 府

四 條 瞑 学 目 中

杉 田 忠 邦

仲 尾 信 一

信 田
=貴喜 多 明 子

和 田 ― 子

川 口 桐 香

水 井 素 子

淵 側 博 美

市 橋 美 紀

宮  城  県

聖 ウ ル ス ラ 学 口 中

東  京  都

立 川 市 立 立 川 第 八 中

単

青 森 県

弘前市立弘前第一中

和

加

島

藤

秀 美

弘 幸

大 阪 府

四 條 ■ 学 目 中

杉 田 忠 邦

仲 尾 信 一

熊 本 県
熊 本 市 立 京 陵 中

東 京 都
杉 並 区 立 大 宮 中

宮 村 亜貴子

小 影 朋 子

複

北 海 道

旭川市立神居古渾中

中 村 光 生

笠 井 毅 明

増 茂 孝 枝

中 山 智香子

大 阪 府

四 條 E学 口 中

杉

仲

田

尾

忠

信

邦 信 田 富 貴

川 口 桐 香

宮 城 県
聖ウルスラ学日中

宮 城 県
聖ウルスラ学目中

山 田 裕 美

佐 竹 朋 子

岡   加代子
貴 田   泉
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青  森  県

弘 前 市 立 弘 前 第 一 中

香  '11 県

香 川 町 立 香 川 第 一 中

満 石 忠 博

大 阪 府

四 條 ■ 学 口 中

米 谷 真智子 水 井 素 子



第 20回 坂出市 (1990)

第 21回 熊本市 (1991)

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監 督
マネージャ

名
名
選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネージャ名

選 手 名 都 道 府 県 ・

選     手
学 校 名

名

男

子

団

　

　

体

香 り|1 県

香川町立香川第一中

新

北 川

健

幸 子

河 」し 直 樹
久 保 敬 文

吉 り|1 大 助
村 上 和 隆

林   祐 介
細 谷 俊 博

瀧   裕 明

香 ‖1 県

高松 市 立 勝 賀 中

石 り11 貴 義

十 河 聖 司

佐 藤   元
山 本 久 利

前 田 政 紀

和 田 雅 之

香 西   睦
石 田 哲 也

阿 部   誠

茨  城  県

茨  城  県

阿 見 町 立 阿 見 中

石 下 町 立 石 下 中

単

茨 城 県

石下 町 立 石 下 中

上 家   治

比 毛 英 幸

荒 井   孝
青 森 県

弘前市立弘前第一中

仁

美

高

川

屋

ロ

山 口 将 治

大 阪 府
四 條 騒 学 園 中

北 海 道
登 別 市 立 札 内 中

北 り|1   明

井 野 嘉 久

複

佐 賀 県

山内 町 立 山 内 中

吉 田 俊 明

樋 渡 順 也

多久島   誠

佐 賀 県

山内 町 立 山 内 中

山 下 大 介

山 口 智 ―

茨 城
見 町 立

香 り||
‖1町立香リ

県

阿 見 中

県

‖第一中

阿

香リ

矢 部 正 博

斎 藤   豊
久 保 敬 文

村 上 和 隆

女

子

団

　

　

体

大 阪 府

四 條 畷 学 園 中

杉

仲

忠

信

田

尾

邦

水 井 泰 子

川 口 桐 香
渕 側 博 美

中 嶋 美 樹

市 橋 美 紀

鬼 頭 加 代

市 橋 理 恵

東 京 都

立川市立立川第八中

渡 辺 重 己

尾 方 ますみ

西木場 美 紀
― 戸 和 美

松 井 由 香

坂 下 幸 恵

五十嵐 亜希子
米 倉 加奈子
中 田 陽 子

宮  城  県

聖 ウ ル ス ナ 学 院 中

岡  山  県

岡 山 市 立 西 大 寺 中

単

大 阪 府

四 條 ■ 学 目 中

杉 田 忠 邦

仲 尾 信 一
水 井 泰 子

熊 本 県

熊本 市 立 東 町 中

田 原 幹 資 坂 本 美千穂

熊 本 県
熊 本 市 立 京 陵 中

石 り11 県
七塚町立河北台中

原 野 美 紀

櫻 井 宏 子

複

北 海 道

旭川市立神居古渾中

中 村 光 生

笠 井 銀 明

増 茂 孝 枝

中 山 智香子

大 阪 府

四 條 畷 学 園 中

杉 田 忠 邦

仲 尾 信 一

川 口 桐 香

市 橋 美 紀

栃 木 県
宇都宮市立鬼怒中
宮 城 県

聖 ウルスラ学院中

桝 田 明 子

鈴 木   恵
貴 田   泉
太 田 裕 子

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ャ名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監  督  名
マネ~ン ヤ名

選 手 名 都 道 府 県
選     手

学 校 名

名

男

子

団

　

　

体

青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 尾   仁

工 藤 真 澄

山 口 将 治
蒔 苗   淳
加 薔 弘 幸

瓜 田   淳
船 山 和 也

竹 内 大 饉

中 野 亮 太

熊 本 県

岱明 町 立 岱 明 中

員 田 晴 美

植 野 由 貴

田 上 尚 寛
田 上   修
田 崎 誠―郎
池 端   修
田 上 良 治
田 上 征 寛

古 庄   隆

富  山  県

上 市 町 立 上 市 中

香  りll  県

香 川 町 立 香 川 第 一 中

単

北 海 道

旭川市立神居古渾中

中 村 光 生

斉 薔 裕 子

― 宮 孝
青 森 県

弘前市立弘前第一中

高 尾   仁

工 藤 真 澄

山 口 将 治

青 森 県
弘前市立弘前第一中
富 山 県

高岡市立志貴野中

瓜 田   淳

神 谷 仁 士

複

青 森 県

弘前市立弘前第一中

高

エ

尾

藤

仁

澄真

蒔 苗   淳

加 薔 弘 幸

熊 本 県

岱 明 町 立 岱 明 中

員 田 晴 美

植 野 由 貴

田 上 尚 寛

田 上   修

栃 木 県
小山市立小山城南中
香 り|1 県

香川町立香川第一中

下 島 洋 樹

高 嶋   進
瀧   裕 明
栗 原 大 介

女

子

団

　

　

　

体

大 阪 府

四 條 畷 学 園 中

杉 田 忠 邦

仲 尾 信 一

市 橋 美 紀

」ヽ 力1 智 世
橋 本 幸 恵

鬼 頭 加 代

市 橋 理 恵

水 上 実 希

柳 本 久美子

富 山 県

富山 市 立 奥 田 中

金 子 俊 哉

佐 竹 隆 太

山 田 潤 子

大 ,|1 清 美
末 松 妙 子
加 藤 真知子
山 田 青 子
池 田 里 美

米 丘 幸 世

熊  本  県

熊 本 市 立 東 町 中

熊  本  県

熊 本 市 立 京 陵 中

単

東 京 都

立川市立立川第八中

渡 辺 三 己

中 ‖1 史 子
米 倉 加奈子

佐 賀 県

鳥栖 市 立 田代 中

豊 田 博 司 田 中 美 保

栃 木 県
宇都宮市立陽北中

宮 城 県
聖ウルスラ学院中

普津沢 暁 子

庄 子 絵 美

複

香 り|1 県

香川町立香川第一中

新   健 二

高 木 由佳理

中 山 真理子

徳 永 郁 子

熊 本 県

熊本 市 立 京 陵 中

山 本 斎 子

富 田 久美子

洲 鎌 靖 子

東   美登里

茨 城 県
石 岡 市 立 国 府 中

宮 城 県
聖ウルスラ学院中

高 木 志 穂
田 口 由 里 子
大 田 裕 子

千 葉 目 枝
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平成 3年度働 日本中学校体育連盟

バ ド ミ ン トン競 技 部 会  記 録

平成 3年 8月 20日 ω 12時 ～ 13時 30分時
　
場
　
者「

″

日
　
会
　
参

会 議 記 録

1.開会の言葉。

2.挨   拶・

3.任 命 式

熊本市総合体育館 第 2会議室

ω 日 本 中 学 校 体 育 連 盟

0日本バ ドミントン協会理事

熊本県中学校体育連盟会長

働日本中学校体育連盟競技部長

熊本県中学校体育連盟理事

熊本県実行委員会事務局長

熊本県実行委員会事務局次長

熊本県中学校体育連盟会長

ω 日本 中学校体育連盟

各ブロック長ヘ

加 藤 正 喜

川 島 一 郎

北 信 越 プ ロ ッ ク

東 海 プ ロ ッ ク

近  畿  ブ  ロ 'ン  ク

中 国 ブ ロ ッ ク
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野
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長
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元
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中
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4.自 己紹 介

5.議   事  司会 ω日本中学校体育連盟競技部長  小 野   理
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(1)第 21回全国大会について ・熊本県実行委員会事務局長

・熊本県中学校体育連盟理事

山    篤

川 隆 道

① 競技上、審判上の諸注意並びに確認点 (畠山)

・第 1試合、第 2試合は全試合を実施する。その後は、2点先取後打切り。

・ シャトルは3種とし、 トスで決定。但し、ゴーセンはSN-103を使用する。次年度はSN-103

からSN-105へ変更したい。日本協会検定の変更から。

・練習会場は水前寺体育館を使用する。12面 とし、各ブロックごとに分割する。

※練習会場が少ないという意見や前もっての連絡がなかったという質問もあった。

・試合の進行具合によっては、2,3コ ート同時に試合をする場合がある。

② 開閉会式について (畠山)
。開会式について、助日本中学校体育連盟会長代行の加藤正喜先生のご挨拶の後その場に選手、

監督は座らせる。選手の健康安全を考慮して。

・優勝杯返還の手順。全種目が整列後に一度にすべて返還する。

・選手宣誓の選手の確認。

・選手退場後のアトラクションについて。

・閉会式時の表彰について。

渡す手順と確認点。

③ 大会経費について (前川)
0熊本中体連事務局に詳細がある。要求があれば、視察員等に公開する。

・前年度に比較すると、やや苦しい経済状況であり、ご理解いただきたい。

・“原点"に戻った開催地に負担のかからぬ大会開催が望ましいのでは。

④ 大会までの準備並びに問題点 (畠山)

・ プロック予選会が申込み締切日を過ぎてしまっている場合がある。どうしても、申込みが遅く

なってしまう。

・ プロック予選会が遅い場合は、大会プログラムを事前に全国大会実行委員会に送付しておき、

大会終了後、直ちにファクシミリで結果を報告する。さらに、各参加決定校は、同じくファク

シミリにて仮申込みを直ちに行ってもらう。(小野)

・組合せ会の開催については、開催地実行委員会と競技部長 (ま たは、隣接プロック長)と競技

団体代表者の立会いのもとで開催するのが望ましい。(小野)

0競技団体との連絡調整が難しい。

競技団体とは常に連絡を密にし、充分に連絡調整をはかってほしい。(加藤)

・審判団は、ナイロンシャトルをよく理解していない方が多く、説明に苦慮した。

・宿泊関係については業者 (JTB)にお願いしているが、やや、宿泊関係で トラブルがおきてい

白
田
　

一削
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るようである。具体的には、部屋の収容人数が多すぎる。業者の対応が不親切である。出来るだ

け早急な改善をお願いしている。

(2)初回戦の全試合実施について……東北ブロック長  片 桐   勉

・2-0で決定している場合に、最後までやる必要があるのだろうか。

・晴れの全国大会に出場したのだから、選手の気持ちも考慮してみては。 (西村)

・他種日では、やっていないのが現状である。 (小野)

0最後までやるか、どうかは監督同士で決定しては。 (松田)

・ 明確にしていないといろいろな問題が起こる場合もあるのでは。

※結論としては、教育的な配慮から従来通りに実施していきたい。

(3)次年度、富山大会について・……北信越プロック長  佐 竹 隆 太

① 開催地並びに体育館の確認と施設上の問題点
0体育館は8面確保である。が、床が湿気を吸う場合があり、コートマットを使用する場合があ

る。コートマット使用場合には事前に連絡をし、練習会場にも設置し、充分な練習が出来るよ

うにしたい。

※ コートマット使用については、各プロック長が理解し、協力する意向となる。

・監督の開会式行進については、次年度からは行進はせず、キャプテンが先頭に立ち行進をして

もらう。また、どうしても開会式に参加したい者は、競技役員の位置付近に監督者席を設け、

参加してもらう。

・使用シャトルについては、3種とし、下記の銘柄を使用したい。

ヨネックス メイビス350

カール トン トーナメントST

ゴーセン SN-105

※ ゴーセン SN-103か らSN-105への変更を競技部会では了承し、要望として提案する。

事由 :日本協会検定の変更によるものである。また、変更による不平等は起こらない等である。

② 交通・宿泊関係について

・高岡市は富山空港からバスで 1時間 30分程。宿泊については、旅館の軒数が少なくご迷惑をお

かけすることになるかも知れない。

③ 大会要項決定までの手順 (加藤)

(4)その他

0開催地実行委員会は日本協会並びに地元協会と充分連絡をとってほしい。今回はやや連絡が不十
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分であった面もあった。 (川島)

。日本協会より、ジュニア対策委員が視察に来る予定であり、目的は8月 末に開催されるジュニア

合宿参加者の決定である。また、各プロック長も遠慮なくジュニア対策員の方々とお話しをされ、

推薦者がおれば、どんどん推薦してほしい。 (小野)

020日ω 19時より、開催地実行委員会主催のレセプションを実施する。会場は、熊本グランドホ

テルにて。多数の出席をお願いします。 (前川)

。全国の名簿作りについて (小野)

ブロック長は11月 末までに、担当者へ平成 3年度分のブロック名簿を送付していただきたい。経

費についてはメーカーの協賛を得て、発行する予定である。

・各ブロック長の旅費 0日 当の支払いは22日囚に行いますので、印鑑を持参 してほしい。 (畠山)

。ブロック長会議を冬季にもう一度実施出来ないか、今後の課題である。 (小野)

・組合せ会については、開催地実行委員会と競技部長 (ま たは、隣接ブロック長)と 競技団体代表

者の立会いのもとで開催 してほしい。今回の組合せはやや疑問点のある組合せであったように思

われる。秋季の全日本ジュニア大会の結果も考慮し、組合せ抽選会を実施していただきたい。 (小

野、西村)

。この後、すぐに監督会議がありますので、宜しくお願い致します。 (畠山)

(5)閉会の挨拶 ……熊本県実行委員会事務局次長  長 野   寛

記録者

九州ブロック長 吉 田 俊 明
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編 集 後 記

「火の国で 飛び散る汗を 喜びに」をスローガンに、平成 3年度全国中学校選抜体育大会・第 21

回全国中学校選抜バ ドミントン大会が熊本県熊本市で開催され、数多くの ドラマを残 しながら、無事

成功裡に終了することができました。

これもひとえに、熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、熊本県バ ドミントン協会、側 熊本県体育

協会等多くの関係機関、団体各位の絶大なご支援、ご協力のたまものと衷心より厚 くお礼申し上げま

す。さらに、本大会の推進、運営に積極的にご協力いただいた関係役員各位、また、中学校の職員お

よび生徒補助員の皆様にも心からお礼申し上げます。

本大会では、中学生らしいすがすがしいプレー、気魂のこもったプレーなど随所に見られ、深い感

動を関係者一同に与えてくれました。あらためて選手の皆さんに厚くお礼申し上げます。

実質 2年間の準備期間でありましたが、無事終了できたことを貴重な体験として今後に生かし、 さ

らに、本県の中学校体育、スポーツが益々発展していくよう努力することを誓いながらあとがきとし

ます。

第21回全国中学校選抜バドミントン大会

熊本県実行委員会事務局
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